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「河合かわいちゃん、今月だけでもう三件目だって。例のロマンス詐欺ってやつ」

　昼休みの法律事務所に流れるテレビニュースが伝えるのは、最近はもっぱらそんな話題ばかり。ロマンス詐欺に限らないけれど、これだけ連日詐欺事件の報道をしているのに、一向にその被害者が減らないのは、不思議としか言いようがない。

「嫌な世の中。恋心を利用するなんて最低ですよ」

　河合麻里奈まりなはお弁当を口にしながらそう呟く。

「おー、こわ。でも河合ちゃんも気を付けなさいよ？　悪い男っていうのはね、大人しくて可愛らしい、純情素朴な女の子を見分ける能力が高いんだから。何食わぬ顔をして近寄ってくるものなのよ」

　そんな麻里奈に、先輩所員の森本もりもと佐和さわが苦笑しながらアドバイスするも、

「私は……大丈夫です。そもそも恋愛に興味ないし……」

「あら、どうして？　まだ二十三歳じゃないの。今が一番そういうの、楽しい頃でしょう？」

「そうかもしれないですけど、私はちょっと」

「河合ちゃんせっかく可愛いのに、何だか勿体ないわねえ」

「可愛いだなんて……そんな」

「ほら、三か月くらい前に事務所の皆で食事会したでしょ？　その時に撮った写真をうちの旦那に見せたら、河合ちゃんの事、下手なアイドルより可愛いって褒めてたわ。もっと自信持てばいいのに」

「じ、自信なんて。それに……」

　それに私、ロマンス詐欺どころか、全てを投げうってでも側にいたい、なんて思いつめてしまう程の恋をするなんて自分には考えられないし――思わず口に出しそうになるが、麻理奈はその言葉をそっと飲み込む。

　そう返せば決まって毎回、「河合ちゃんは可愛いのに勿体ない」とか「若いうちはもっと積極的にいかないと行き遅れる」とか。果ては「何ならうちの息子はどう？」などと見合い話まで勧められるのがわかっているからだ。

　佐和のそうした気遣いはもちろん嬉しい。しかし麻里奈には、恋愛に積極的になれない理由があった。







　麻里奈がまだ中学生だった頃。近所に住んでいた四歳年上の幼馴染の少年・マナトに淡い恋心を抱いていた麻里奈は、それを軽い気持ちで友達に話した。するとそれがまわりまわってマナトの同級生の耳にも入ったようで、「近所に住んでいる中学生が、マナトを好きらしい」と広い範囲に知られるところとなってしまった。

　そんな中、友達と下校中だった麻里奈は、偶然マナトと、マナトの友人達に遭遇した。

　幼馴染とはいえ、子供の頃は「マリちゃん」「マナくん」と呼び合い一緒に遊ぶことも多かったけれど、マナトが中学生になったころから遊ぶ機会は激減していた。麻里奈が中学生、マナトが高校生になってからは完全に「壁」が出来てしまった気がして、ほとんど話すらしていないような状況だった。

　だから麻里奈は、偶然とはいえマナトと逢えたことが単純に嬉しかった。にこりと、無意識のうちにマナトに微笑みかけると、そんな麻里奈に気がついたのか、

「ねえ、君がマナトの事を好きな子？」

　なんとそこで、マナトの友人から声をかけられたのだった。

　その一言でマナトの友人たちの視線が麻里奈に集まった。

「へえ、この子が噂の？」

「可愛いじゃん。名前何ていうの？」

　からかいを含んだ軽薄な声を次々にかけられ、麻里奈は困惑した。自分のマナトに対する気持ちが周囲にバレていることは知っていた。けれど、こんな形でそれをからかわれるなんて。助けを乞うように視線を向けると、マナトは顔をこわばらせたまま、一歩離れたところで麻里奈と同級生を眺めていた。

「おい、マナト。何か言ってやれよ」

「家違いんだろ？　お手々つないで帰ってあげろよ」

　あはは、と楽しげな笑い声が上がった。堪らなくなって両目をぎゅっとつぶって俯いたその時、麻里奈は信じられない言葉を聞いた。

「……ブスのくせに、俺を好きだとか正気？　俺、悪いけど年下に興味ないから」

　急にマナトから浴びせられた、驚く程辛辣な言葉。しかも麻里奈と、マナトの友人達の前で。

　マナトは麻里奈にそう言い捨てると、「行こうぜ」と友人達と去っていってしまった。

「麻里奈、あんな男のどこが良いの!?　ありえないって！」

「なんなの、あいつ！　ちょっと自分がイケメンだからって、失礼じゃん！」

　マナトのあまりの無礼ぶりに、普段はイケメン至上主義の友人たちも麻里奈以上に腹を立てていた。麻里奈も彼の暴言に腹は立ったものの、どちらかというと悲しい気持ちの方が強かった。

　当時の麻里奈は、周りからそれなりに容姿をほめられるタイプの少女だった。勿論それをひけらかすわけでもなかったから、見た目も中身も決して「ブス」という類ではなかったはずだ。まだ交流があった頃のマナトも、麻里奈のことを「可愛い」と言ってくれていた。だからではないけれど、麻里奈はマナトの優しさに惹かれたのだし、中身と同じくらい端正な容姿にも惹かれた。はずだった。

　その出来事以降、マナトは自宅の近くで顔を合わせる度にあからさまに視線をそらし、すれ違いに「ブス」と言ってきた。彼の友人達がいる前で。あの日と同じように。

　マナトのそんな行動は、彼が一家揃って引っ越しをするまで、実に二年もの間続いた。その出来事がきっかけとなり、麻里奈が必要以上に自分に引け目を感じ、恋愛に対して奥手になってしまったのは仕方がないことだった。







　佐和が言うように、二十三歳になった麻里奈は愛らしい顔立ちをしている。化粧や髪形などを少し変えれば、同性だけでなく異性の目をも引くだろう。しかし、心の中はあの酷い失恋をした十代の時のまま。

　しかし本心を言えば、あんな出来事があったからと言って恋愛自体に完全に興味が無くなったわけではなかった。

　イケメン俳優を見れば「素敵」と思うし、異性に少し優しくされたら「いい人だな」と心が弾むこともある。

　でも怖かった。その先に進むのが。いや正確に言えば、先に進んで相手に告白した後、それを全否定されてしまうことが怖かった。

　またあの時みたいにひどい言葉でなじられて、無視されて。

　自分でも臆病なのはわかっている。でもそうならざるを得ないほど、マナトから受けた仕打ちはトラウマになっている。

　麻里奈はあれ以降、誰とも付き合うことなく、恋愛に対して異常に消極的なまま現在に至るというわけだ。







　しかしあの経験は、悪いことばかりではなかった、と麻里奈は思うようにしている。

　あの時の経験がきっかけとなり麻里奈は「不条理な思いをして悲しんでいる人を助ける仕事がしたい」と思うようになった。では、どんな仕事ならば人を助けることが出来るのだろう、と考えた結果、弁護士……は難しいとしても、弁護士を支えるパラリーガルならば、自分にも勤まるはずだ、と思い至った。つまり今の麻里奈がいるのは、あの悲しい失恋を経験したからこそでもあるのだ。

　麻里奈は、都内の文系短大を卒業後、ここ「山崎法律事務所」でパラリーガルとして働き始めた。

「法律事務所勤務」や「パラリーガル」なんて言うと聞こえはいいけれど、要は弁護士事務所の事務だ。それに、勤務しているこの事務所も都心のキラキラした高層ビルの一角――ではなく、住宅地に程近い郊外の、静かな駅の側に位置する築四十年のビルの一室。今にも止まりそうなエレベーターにびくびくしながら、事務所のある三階まで昇ってくるような環境だ。

　御年七十五歳の山崎やまざき所長は現役の弁護士で、麻里奈は彼を補佐している。そして事務所全体の庶務事務を一手に引き受けているのが佐和だ。「山崎事務所」は少人数体制の小さな法律事務所だった。メディアに取り上げられるような派手な案件はほぼ皆無。地元のツテの関係で回ってくる、こまごまとした民事のトラブルがほとんどだ。

　しかし小さい分人間関係は良好で、比較的自由も利くこの職場が、麻里奈には居心地良かった。そして何より、人助けにつながるこの仕事に従事できることが幸せでもあった。







「……でね、河合ちゃん。聞いてる？」

　不満げな佐和の声で、麻里奈はハッとして我に返った。

「え？　あ、息子さんとのお見合いの話ですか？　それはちょっと」

「そうじゃなくて。ほら、例の話、やっぱり現実味を帯びているみたいよ」

「例の話？」

「ほらあ、所長交代って話。今の所長が引退して、親戚の弁護士に跡目を譲るって話よ」

　ぼんやりと考え事をしていた麻里奈に、佐和が若干声を潜めながらそう呟く。

　聞いている人は他にいないのに、一体誰に気を使っているのだろう。麻里奈はそんなことを思いつつ、

「ああ、そういえば所長が話していましたね。冗談かと思っていたんですけど」

「本気だったみたいよ。まあ、業務に慣れるまで暫くの間、は何もかも今のままみたいだけれど、実務はその親戚の弁護士とやらが担うらしいわ。確か今日の午後、挨拶と引き継ぎに来るみたいだけれどね」

「そんなに急に？　ということは、所長はもう来ないんですか？」

　そういえば今日、朝から姿が見えないな――麻里奈が今更ながらそう呟くと、「しばらく自宅療養するみたい。腰が痛いみたいで。今日は、整体に寄るついでに、その親戚の弁護士を迎えに行ったのよ、駅まで」と佐和が答える。

　そう、なんせ所長は高齢。気持ちは若くとも身体が追い付かず、完全に動けなくなる前に――と、自分の身内で弁護士をしている者に跡目を譲ることにしたらしい。ただし勤めている麻里奈達従業員の給与や待遇はそのままで、というのが条件らしい。

　もはや実家の祖父のような感覚の所長が引退するのは悲しいけれど、それならば問題はないかと麻里奈は安心していたけれど、佐和が言うには、

「でもさあ、河合ちゃん。その新しい所長ね、日本で弁護士資格を取得した後、海外の大学で州弁護士資格も取得して、しばらくそっちで仕事もしていたらしいのよ。てことは、結構やり手じゃない？」

「それはすごいですね……でも、うちの事務所は多くが個人案件の小さなものばかりでしょう？　そんなすごい経歴の人が物足りるんでしょうか？」

「おじいちゃん所長が言うには、この話をした時に本人の方が乗り気だったんだって。うちの事務所で働きたい、やらせてくれって。小さくても一国一城の主ってことかしら。私にしてみれば、どこか大きな弁護士事務所に所属して、大企業の顧問弁護士にでもなった方がいいと思うんだけど」

　とのことらしい。

　麻里奈もそれはもっともだと思ったが、なんせ相手は華々しい経歴を持つ弁護士。頭の良い人の思考回路など、自分のような凡人に理解できるわけはないと、すぐに思い返して納得する。

「気難しい人じゃなければいいけどねえ」

「ほんと、それですよね」

　その後はいつものように、昼休憩が終わるまでたわいのない会話を交わしていた。







　やがて昼休憩も終わり、通常通りに午後の業務へと戻ろうとしていた矢先のこと。

「あー、お疲れさま」

　おじいちゃん所長、こと所長の山崎志宇しうが、いつも通り柔和な笑顔で事務所の中へと入ってきた。

「あら、お疲れ様です。お一人ですか？」

　今日は確か、新しい所長を迎えに行っていたのでは？　と、佐和が志宇の荷物を受け取りながら尋ねると志宇は「そうだよ」と頷き、

「麻里ちゃんもこっちへ。早速紹介するよ。……おい、入りなさい」

　志宇は早速自分の後継者として迎える、例の親戚の弁護士を事務所の中に招き入れる。

「あら！」

　すると、その人物が姿を現した瞬間佐和がそんな色めきだった声を上げる。

　無理もない、そこには想像していたのとは全く異なる姿があったから。

　――年の頃は、二十代後半だろうか。

　百八十センチはあるだろう高身長もさることながら、旬のイケメン俳優顔負けの整った顔立ちに、「いかにもスポーツしてました」と言わんばかりの、スリムながらも引き締まった体格がスーツ越しでもうかがえる。

　海外でも働いていたせいか、髪形やちょっとした身に着ける小物にも遊び心はうかがえるものの、襟元に光る弁護士バッチが醸し出す、品格を決して落とさない洗練された雰囲気。

　華々しい経歴を持つ方だと聞いていたので勝手に中年、もしくは壮年の男性を想像していたのだけれど、まさかこんなに若く洗練された男性だったとは。所長の志宇とは親戚関係にあるようだけれど、その風貌は全く似ていない。

「やだ、素敵じゃないですか！　この方が新しい所長？」

　さりげなく髪を手櫛ですきながら、佐和が笑顔で志宇に尋ねる。志宇は笑顔で頷くと、

「紹介しよう。彼は私の遠縁の親戚にあたる青年で、小松こまつ真人まなと。つい先月まで海外の法律事務所で勤務していた現役の弁護士だ。国内はもちろん、海外の州弁護士資格も持っている優秀な弁護士じゃよ」

　海外で付き合いのあったクライアントの仕事は、こちらでも仕事ができるようにしたようだから、ここでの仕事も広がるな。志宇は優秀なその青年・真人を誇らしげな笑顔で麻里奈達に紹介する。

　容姿端麗の上に頭脳明晰、しかも外国語も堪能な若手弁護士――そんな人物が身内にいれば、志宇でなくても自慢したくなるだろうし、

「森本佐和です！　よろしくお願いしまーす！」

　既に三人の子持ちの五十代主婦だって、普段はあまり気にしない身だしなみを気にしたくなるほど心躍るような存在なのだろう。

「よろしくお願いします。森本さんのことは大叔父から話は聞いています。これから色々とお世話になると思いますが、よろしくお願いします」

「少人数の事務所ですし、そんな堅苦しい挨拶なんていいですよ！　私のことも佐和って呼んでくださいね」

「では、佐和さん。よろしくお願いします」

「はーい！」

　すっかり若くて優秀なイケメン弁護士の虜になった佐和が、「ああ、これから毎日目の保養」とか何とか言いながら笑顔で握手を交わしていた。佐和に向いていた真人の笑顔が、今度は麻里奈へと向けられる。

「こちらは、河合麻里奈さん。パラリーガルとして私を助けてくれている子じゃ。若いのに優秀で、気も利くし仕事も速い。お前を助けてくれる頼もしい存在だぞ」

　志宇が麻里奈のことをそんな風に説明をする。ちょっとそれは褒めすぎじゃ、と麻里奈は恥ずかしくなるも、

「頼りにしています。よろしくお願いします、河合麻里奈さん」

　真人はそう言って麻里奈に手を差し出す。

「よろしくお願いします」

　麻里奈はそっとその手を取り真人と握手を交わした。そしてすぐに放そうとするも――気のせいだろうか、麻里奈の手を握った真人の手の力が緩くなるどころか逆に強くなる。

　え？

　麻里奈は驚いて真人の顔を見る。先ほどまでは、「突然現れた若いイケメン弁護士」――ほぼ佐和と同じような感覚で「大まかに」しか彼の姿を見ていなかった麻里奈だったが、改めて彼と顔を合わせることで「ある違和感」を感じる。

　何度見ようがどう見ようが、目の前にいる「小松真人」は端正な顔立ちをした男性だ。

　でも――なぜだろう、何だかどこかで見たことがあるような気がするのだ。

　似ている俳優でもいた？　と麻里奈は考える。しかしそれがすぐに誤りだと気づいた。

　そしてその誤りに気付いた瞬間、ドクン、と大きく胸を鼓動させる。大きく鼓動した胸は、次第にトクトクトク――と自分でも驚くほどの速さで鼓動を始めた。

　――どこかで見たことがある顔もそうだけれど、よく考えると「マナト」という名前に麻里奈は心当たりがあった。

　麻里奈の短い人生の中で、麻里奈の中に強烈な印象を残している「マナト」という名前。

　そう、それは中学生の麻里奈に恋愛に対して強烈なトラウマを植え付けたあの幼馴染「マナト」だ。

　記憶の中では「マナト」としかないけれど、確か彼の名字は――

「！」

　そうだ、「コマツ」！　名前は「コマツマナト」！

　それに気づいた瞬間、真人に捕まれたままの麻里奈の手がビクンと震える。

　――どうして!?　どうして彼が、ここに!?

　所長と遠い親戚関係だったなんて、全然知らない！

　掴まれている手に汗が滲み出る。そんな麻里奈に対し先ほどまでと同様の笑みを浮かべたまま真人が言った。

「……久しぶりだね、河合麻里奈さん。あの頃と全然変わっていない」

　そう麻里奈に語り掛ける真人の顔は、表情こそ笑顔だけれど瞳が酷く冷酷に見えた。

「あの頃と全然変わっていない」――その言葉に、麻里奈の胸がざわめく。

　彼の言葉は、昔を単に懐かしんだものではないはず。

　あの頃と変わっていない、というのはつまり――

「ブスのくせに、俺を好きだとか正気？　俺、悪いけど年下に興味ないから」

　その頃と全く変わっていないということ。その時の記憶が急に甦り、麻里奈は思わず顔を背ける。どんな顔をして彼を見たらよいのか、わからなかった。愛想笑いさえも出来ない。「ブス」だと言われたこの顔を、いくらあの頃からだいぶ成長したとはいえ、どう見せてよいのかわからない。そう思うと自然に身体が震えた。呼吸さえも早くなる。

「あら、久しぶりって？　河合ちゃん、知り合いなの？」

　当然、二人の関係を不思議に思った佐和が尋ねるも、

「高校まで住んでいた場所が、河合さんの家の近くだったんです。高校卒業と同時に、父の仕事の都合と僕の大学進学もあったので引っ越したから、それ以来ですが」

　動揺している麻里奈をよそに、真人はあくまでにこやかにその場を切り抜けた。そして、酷く動揺して小さく震えている麻里奈の手をスッと離すと、

「……では叔父さん、早速業務の引き継ぎを」

「ああ、そうだな。それじゃあ向こうの所長室で……」

　麻里奈達に笑顔でもう一度頭を下げた後、志宇と共に所長室へと入っていった。

　古いビルの狭い法律事務所とはいえ、クライアントと面談をするブースや、壁をガラスのパーテーションで囲っている所長室もある。ブラインドをおろせば中の様子は見えなくなっているが、あえてブラインドをおろしてまで中で何かの作業をするかと言ったらそれもない。麻里奈達から見えるような形で、二人は業務引き継ぎを始めたようだった。

「ねえねえ、河合ちゃん！　あんなハイスペックイケメンの知り合いがいたの!?　すごいじゃない！」

　そんな二人の様子を横目に、佐和が少し興奮した様子で麻里奈に囁く。

「……別に知り合いって程じゃ……」

「何言ってんのよ、新所長が高校生の時まで一緒、ってことは立派な幼馴染じゃないの。もしかして、初恋の相手とか？」

「そんなことないです！」

　佐和の言葉に、思わず麻里奈は過剰な反応をしてしまった。その声の大きさに、所長室にいる二人も麻里奈の方を見る始末だ。

「あっ……」

　麻里奈は慌てて二人に頭を下げ、自分の席へと戻る。

「ちょっと、どうしたの河合ちゃん。なんか変よ？」

「な、何でもないです……幼馴染と言ったって年齢も四歳離れていますし、そんなに関りは」

「あら、そうなの？」

「それに、もう十年近く会っていないし連絡先も知らなかったから、正直あまり覚えていなくて……」

　そして、興味津々で質問してくれる佐和に曖昧な回答をする。

　本当は、「関りがない」「覚えていない」どころか、忘れたくても忘れられない初恋の相手であり、恋愛に対するトラウマを作った張本人。勿論それは隠しつつ、

「さ、私たちも仕事に戻りましょう。時間がもったいないです」

「はいはい。あー、でもあんなイケてる幼馴染がいる人生だったら、私の青春時代も楽しかっただろうになあ」

　まだまだこの話題に触れたい佐和をあしらいつつ、麻里奈は午後の分の自分の仕事に取り掛かる。しかしその胸中は複雑極まりなく、早くなった胸の鼓動もずっとそのままだった。

　――もう、二度と会うことはないと思っていたのに。

　せっかく、穏やかな毎日を過ごしていたのに。

「……久しぶりだね、河合麻里奈さん。あの頃と全然変わっていない」

　突然姿を消して、また突然現れて。そんな言葉で人の心を容赦なくかき乱していく。

　あんな酷いことを言って傷つけておきながら、「久しぶり」だなんて。

　どうせなら、「初めまして」でいてくれた方がよかったのに――

　麻里奈は佐和に気づかれないようにそっと、ため息をつく。

　そして、きっとあの頃のことは詳しくは覚えていないだろう。顔に見覚えがあっただけなんだ、と無理やり思うようにして仕事に没頭するのだった。





＊






　庶務を担当する佐和は、夕方四時には上がってしまう。麻里奈の定時は五時半なので、その間は麻里奈が庶務事務を担当するわけだけれど、五時を過ぎる頃にはそれもだいぶ落ち着いて、たいていは退勤までの三十分を残務処理に回すことが出来る。大方は残業も発生することはないし、発生したとしても二十分ほどだ。

　ガラス張りの所長室を見ると、志宇と真人の打ち合わせはまだ続いている。定時までに終わりそうな気配はないし、かといって急ぎの仕事がないのに二人を待って残業するのも気が引ける。とりあえず定時になったら、すぐに退社しよう。麻里奈は密かにそう決めて徐々に帰り支度をしていたのだが――

「マリちゃん、悪いけどお使いを頼んでいいかい？」

　あと少しで定時――という時に、笑顔を浮かべながら志宇が買い物を依頼してきたのだ。

　頼まれたのは、志宇が好んで使用しているノートや付箋。事務所にはある程度文房具用品も揃っているのだけれど、志宇には何かこだわりがあるようで、それらは使わず、自分好みのものを毎回購入しているのだ。

　それを買いに行くのは麻里奈の仕事だった。どうやら今日は運悪く、このタイミングでそれが回ってきてしまっただけなのだけれど。

「わかりました、行ってきます」

　ただ、御用達の文房具屋は事務所から五分ほどの場所。それにいつも優しく麻里奈を可愛がってくれている志宇の頼みなら、無下に断るわけにもいかない。

　麻里奈は渡されたメモとお金を持ってすぐに事務所を出た。そして買い物をして十五分ほどで事務所へ戻るも、

「……あれ？　所長？」

　志宇の姿は事務所内になく、しかも入り口近くに掛けてあった彼の薄手のコートもない。麻里奈が首をかしげていると、

「叔父さんなら帰ったぜ？　急用が出来たんだと。頼んだものは、本棚の脇に立てかけておいてくれってさ」

　――真人がそんなことを言いながら、ガラス張りの所長室の中から出てきた。

　どうやら志宇は急用が出来たとかで先に帰ってしまったらしい。だったら買い物も明日で良かったし、電話で呼び戻してくれても良かったのに――麻里奈はそう思うも、それよりも今のこの状況に慌てた。

　志宇がいないということは、佐和が既にいない以上、この事務所には麻里奈と真人の二人きりということになるからだ。

「……それではお先に失礼します」

　出来れば、必要以上には真人に関わりたくない。

　ならば長居は無用。麻里奈は真人と顔を合わせないように俯いたまま、早々に所長室を出ようとする。ところが、そんな麻里奈の手を真人がぱっと掴んだ。

「っ……」

　え?!　――麻里奈が驚いた表情で真人を見ると、

「久しぶりに会ったのに、随分だな」

　皆の前で浮かべていた柔和な笑顔一転、まるで悪戯少年のような意地の悪い笑みを浮かべた真人がそこにはいた。麻里奈はビクン、と身震いをしてそんな真人の手を振り払おうとするも、

「それとも、俺の事はもう忘れた？　〝マリちゃん〟」

　真人はもう片方の手首も掴むと、麻里奈の身体を自分の元へとグッと引き寄せる。

　マリちゃん――あんなことがある少し前までは、そうやって真人に呼ばれていた。

　優しくて、いつもどこにいくにも一緒に来てくれて。困っている時は助けてくれて。

　だから真人に憧れて、そして好きになったのに――

　彼との懐かしい思い出が頭を過ぎるたびに、最後は例の酷い失恋の出来事へと思い出が上塗りされていく。

「……もう、十年以上も前の事です。私はもう子供じゃないんだし、そんな風に呼ばないでください！」

「冷たいな、昔はよく一緒に遊んだだろ？　もう忘れたのかよ」

「い、いつの話をしているんですか！　それに、貴方こそ忘れているんじゃ……」

「忘れるって何を？　一緒に遊んだ内容？　それとも……」

　誰かに告白された事とか？　真人が麻里奈を引き寄せたまま、耳元でそう囁いた。

「！」

　――あの時の事、覚えてるんだ！　そう思ったとたん、麻里奈の顔からサッと血の気が引く。

　一番思い出したくない、それなのに忘れることが出来ない記憶。麻里奈はともかく、真人も未だに覚えているなんて。

　もう彼も良い年の大人だから、あの時みたいに暴言を吐くことはないかもしれない。でも、自分を振った相手と一緒の職場で毎日顔を合わせて働くなんて一体どうすれば。

　だいたい、これからどんな風に真人と接すればよいのだろう。接する度に言われるのだろうか？　「あの時、お前は俺に告白して振られたよな」とか。

「……」

　麻里奈は堪らずに真人から顔をそむける。真人はそんな麻里奈に対し、

「だいたい、今日から働き始めた人間を一人残して帰るとか正気かよ。鍵のありかも知らないような人間に随分だな。志宇さんならそんなことさせないだろうなあ」

「所長を引き合いに出すなんて卑怯よ！　だいたい、どうせ貴方が余計なことを言って、所長が先に帰るように仕向けたんでしょ！」

「へえ、そういうことは勘がいいんだ？」

　真人は悪びれる様子もなくそう答える。寧ろ意地の悪ささえ伺えるその表情に、麻里奈はカッとなり言い返す。

「おかしいと思ったのよ、所長は普段、こんな事はしない方だから……！」

　そう、志宇は穏やかで不義理なことなどするような人物ではなかった。佐和や、麻里奈の事も社員というよりも家族、寧ろ孫のような感覚で可愛がってくれている。その志宇が――と不思議だった麻里奈はようやく合点がいった。

　なんて嫌味な男なんだろう。麻里奈は自分の手を掴んで離さない真人を睨みつける。

　すると真人は、不意に話題を変えてきた。

「……で？　今はどうなんだ」

「今はって……？」

「彼氏。その様子だと、いなさそうだな。なんせ手を掴まれているだけ震えているし？」

「なっ……」

　デリカシーの欠片もない発言だった。

　――だいたい、自分が麻里奈にトラウマを植え付けたくせに何て言い草なのだろう。

　こんな人間を好きになった、過去の自分が情けなくて仕方ない。

「とにかく離して！」

　こんな質問に答える義理はないし、万が一麻里奈が誰かと付き合っていたとしても、絶対に教えない。麻里奈は全力で真人の手を引き剥がし、再び所長室から出て行こうとする。が、真人はそんな麻里奈の手を再び掴むと、「じゃあさ」と麻里奈を自分の元へと引き寄せ、耳元に口を近づけた。そんな真人の口から次に出た言葉は、麻里奈の予想を遥かに超えるものだった。

「じゃあさ、俺達付き合ってみる？」

　そう麻里奈に問いかける真人の表情は、先程と同様、意地の悪い笑みを浮かべたまま。ただ瞳だけはまっすぐで強い光を放っている。

「っ……」

　――きっと、彼の昔を知らない女性なら、この言葉に一発でハートを仕留められるだろう。端正な顔立ちで、耳に心地よい甘い声で、期待しか生まれないような言葉を自分だけに囁いてくれたなら。

　――でも、と麻里奈は思う。

　この人は、その昔自分に気のある女の子を酷い言葉で縛り続けた上に、突然遠くへ行ってしまった人。もう十年、いやたった十年で、人間そんなには変わらない。そんな人に「付き合う？」なんて言われたところで、一体どうしろというのか。

　麻里奈は再び全力で真人の手を振り払った。そして、

「からかうのはやめてください！　私、もう帰りたいんです！」

　鍵は施錠したら一階の警備室に預けて下さい！　――自分が管理しているカードキーを真人に投げつけると、麻里奈は事務所を飛び出した。そして、夕暮れでオレンジブルーに染まりかけた道を、怒りに震えながら歩いていく。

　何で？　何でこんな風に平気で昔の事をからかうのだろう。

　あれから十年も経っているのに、お互いもう大人なのに！

　――最低。最低、最低！

　それなのに、明日からも同じ職場で働かなくてはいけないなんて。麻里奈は怒りに震えながらも、これからのことを思うと自然にため息が何度も口をつくのだった。




　一方で。

　一人事務所に残る真人は、先程麻里奈が自分に投げつけたカードキーを、ゆっくりと床から拾い上げる。そしてそれをそっと口元に近づけると、

「……あーあ、怒らせちゃった」

　相変わらず悪びれもせず、勿論本気で悔いてもなく。あくまで楽しかった出来事の余韻にでも浸るかのようにそう呟く。そして、何かを思い立ったかのようにスマホをスーツの胸元から取り出すと、

「……ああ、叔父さん？　真人です。帰る途中ですみません。実はお願いがあるんですが」

　おもむろに志宇に電話をかけ始めると、「あること」を頼むのだった。










第二章











　その、翌朝。麻里奈は出勤するなり、真人のいる所長室へと呼び出された。

　麻里奈にしてみれば、昨日の事もあるしたとえ同じ所内にいたとしても、仕事のこと以外で話をするのは避けたい。そう思っていた矢先のこれだ。部屋に入るのさえ躊躇してしまう。

　しかしそんな麻里奈とは逆に、昨日同様「見せかけ」の笑顔で麻里奈を迎えた真人は、

「今日の十時に、新しい依頼人がここに来る。マリちゃんも同席するように」

「どうして私が？」

「今日からマリちゃんは、パラリーガルとして俺を支えるだけじゃなくて、俺の、そうだな……簡単に言うと秘書としても働いてもらおうと思ってる。ああ、もう叔父さんには了解を得ているから」

「！」

　――なんと、勝手な人事を発令したのだ。しかも既に志宇には許可を得ているという。

「ちょっと待ってください！　そんなの私、困ります！」

「困るも何も、それが会社というものだから」

「そんな！　そ、それに私の事をマリちゃんていうのやめてもらえますか!?　もう昔とは違うんです、私ももう大人で……！」

　麻里奈は必死に真人に主張するも、

「マリちゃんが嫌なら、じゃあ今後は麻里奈で」

「!?」

「それに、これは上司命令。俺はここでの業務にはまだ慣れていないし、色々助けてくれる存在は必要だろ。初出勤日にカードキーを投げつけられて、施錠をしなければいけないような事務所じゃあなあ」

「！」

　どうやら昨日、麻里奈がカードキーを投げつけ先に帰ったことを根に持っているらしい。

　麻里奈が言葉に困っていると、真人は麻里奈の傍まで歩み寄りスッと身体を屈めると、

「……これからは毎日傍にいられるな、麻里奈」

　そう囁いて、さっと離れる。そして、

「……アポイントは十時。それまでに、この資料を用意しておいて」

　一方的にそう告げると、麻里奈を所長室から出し、さっさと自分は仕事を始めてしまった。

「ちょっ……」

　麻里奈はガラス張りの壁を叩いて抗議しようとするも、真人は「はい終了」とばかりにシャッとブラインドを下ろしてしまう。

　――なんて勝手な男なの!?

　こちらは一緒の事務所内にいることだけでも耐えられないのに、秘書業務もしなければならないとは――気が重いこと他ならない。

「……あら、河合ちゃんどうしたの？　何か怖い顔してるけど」

「別に、何でもないですっ」

　麻里奈は憤然と自分の席に戻ると、真人に投げられた仕事を淡々とこなす。

　文句を言うばかりで言った事を終えてなければ、また色々と言われる。そんなことは耐えられない。

「アポイントは十時か……何とか間に合わせないと」

　麻里奈は机の上のデジタル時計とにらめっこをしながら、とりあえずその作業に明け暮れたのだった。







　――そうして、約束の十時。

　ほぼ丁度のタイミングで、一組の男女カップルが事務所へとやってきた。

　女性は二十代前半、男性は後半くらいか。ラフな格好をした、年相応の二人だったが、女性は不安げな表情、一方で男性は少し不機嫌そうな表情というのか――その表情の対比が印象的だった。

　佐和が出してくれたお茶に口をつけている二人の前に、麻里奈は真人の後ろにくっついて部屋に入った。そして、

「初めまして。当事務所所長をしております、弁護士の小松真人と申します」

　真人は名刺を二人に差し出すと麻里奈を伴い自分もテーブルに着く。

　真人は麻里奈にスッと左手を差し出した。恐らく、用意していた資料をよこせ、とでも言っているのだろう。

　何よ、偉そうに。文句を言いたいのはやまやまだったが、そこはぐっとこらえて麻里奈は資料を差し出す。

　真人が麻里奈に準備させた資料は、打ち合わせに必要な事務的なものだった。

　この依頼は昨夜、麻里奈が帰った後に事務所のホームページの相談窓口に届いたもののようだ。それを真人が目にして、依頼者に電話で連絡を取り翌日の面談となった。

　真人はその時のメールを麻里奈に印刷させていた。そしてこれまで似たような事例の解決方法について真人がメモしたものを、麻里奈が調べて再び印刷、見やすいようにファイリングをしたのだ。

　ちなみに今回の依頼内容は、なんと「ストーカーに対する対処」について。

　これまでこの事務所で取り扱っていた類の内容とは異なるものだった。

「小松さん……あ、昨夜ご連絡くださった……」

　真人の名刺を見つめながら、女性の方が口を開く。

　細面で色白、そして何か思い悩んでいるような陰のある表情。男性ならば、「守ってあげたい」と思いたくなるよう彼女は、

「私は、昨日依頼のメールを送りました佐々木ささき愛あいです。そしてこちらは恋人の……」

「横尾よこお新之助しんのすけです。愛一人だと心細いかと思い、一緒に来ました。構いませんよね？」

　愛に続き、一緒にいた男性・新之助も真人に挨拶をする。

　こちらは愛とは違い、語気自体に既に強みを感じるというか――真人が思っていた以上にイケメンだったので警戒をしているのではないか、とさえ思う力強い視線、張り詰めたような雰囲気を醸し出している。愛にとっては頼もしい彼氏なのかもしれないけれど、麻里奈は少し苦手なタイプかもしれない。真人の隣で二人とのやり取りを観察しながら、そんなことを想う。

　――そんな麻里奈はさておき、真人が営業用の笑顔を浮かべながら早速話を始める。

「昨日お電話では少しお話を伺いましたが、佐々木さんはストーカーの存在に悩まれているとか」

「は、はい……」

「具体的には？」

「はい。私がバイトから帰る時間に合わせて、毎日非通知で電話が鳴るんです。それもワンコールだけ。薄気味悪いメールを送ってくることもあります。それに時々妙な手紙がポストに入っていて……」

「妙な手紙とは？」

「いつも見てる、とか、下着が派手だとか。漁られたゴミが、ドアの前に置いてあることもありました。もしかしたら盗聴盗撮されているかと思って、一度調べてもらったことがあるんです。そうしたら盗聴器が仕掛けられていました」

「！」

「専門の業者に外してもらって安心していたんですけど、またすぐに気味の悪い手紙が届いて……もしかしたら私の知らない内に、またそういうのが仕掛けられている可能性もありますよね……」

　愛の証言に、麻里奈は思わず口を手で覆う。もし自分が同じ立場だったらと思うと、気がおかしくなりそうだった。

　それに対し、真人は至って冷静に愛の発言を記録している。

「佐々木さんは、今はお一人暮らしですか？　横尾さんは一緒には？」

「ああ、俺は別に住んでいるんです。こういうこともあるから、早く一緒に住もうと言っているんだけど、愛が遠慮して」

「遠慮？」

「俺、仕事柄出張や早朝勤務なんかも割と多いんです。愛のバイトも時間が不規則だったりするから、一緒に住んでも俺の事を助けてあげられないかもしれないからって。俺の負担が増えたら困るから、今は遠慮するって。俺には負担でも何でもないのに」

「なるほど。では佐々木さんは今、一人暮らしというわけですね」

　あくまでも無駄な情報はシャットアウトして、事実だけをパソコンに打ち込んでいく真人。そんな真人に対して、愛が続ける。

「流石に最近はエスカレートしてきていたので、最寄りの警察にも相談したんです。パトロールは強化してくれると約束したんですが、あまり状況は変わらなくて……彼がそのストーカーの正体を突き止めようとして色々動いてはくれているんですけど、手掛かりは全然掴めなくて」

　愛はそう言って、バッグの中から何かを取り出した。

　それは、何かのコピー用紙だった。折りたたまれたその紙を、愛は広げる。それは月間スケジュール表のようなもので、そこには、特定の日付だけ赤い丸印が書かれている。

「これは？」

「ストーカーが何かしら行動を起こした日付に印をつけてみました」

「ちょっと失礼」

　真人は紙をしばらく見つめた後、麻里奈にコピーを取らせて、再び愛に返す。

　印をみると、実に月の三分の一も愛が被害を受けていることがわかる。印は偶然にも、紙の中で「Ｚ」の文字を大きく描いているように見えた。

「これはこれで、記録を続けて下さい。相手が特定できれば、証拠として一緒に突きつけることが出来ます」

「わかりました。あの、これだけではやっぱり何もできませんよね？」

「そうですね、被害状況はこれを見ればわかりますが、犯人を特定するには足りません。ちなみに、ご自宅周辺にそのストーカーが確実にそこに存在していたという何か物的証拠や遺留品はありましたか？」

「いいえ、見回りの警察官の方も何もおっしゃっていませんでした」

「そうですか」

　真人は神妙な面持ちで呟く。愛は新之助と顔を合わせて残念そうな表情をするも、一瞬迷ってから、再び口を開く。

「……実は、もしかしたら、と思う心当たりの人物がいるんです。やっぱり警察も、犯人としての確かな証拠がなければ何も出来ないとは言っていました。だから思い切って弁護士さんに相談してみようと思ったんですが……」

　それで、家から一番近かったこちらの事務所に問い合わせをしました。愛はそう言って、新之助をちらりと見る。新之助は一度頷くと、

「実は愛のバイト先に、以前愛に告白をして振られた男がいるんです。振られてもまだ愛に未練があるらしくて」

「その方が、心当たりの方？」

「そいつしか考えられません。なので、もしもそいつがストーカーの正体だった場合は、弁護士さんが警告文などを出す手助けをしてもらえるんですか？」

「ご要望があれば。ただし、先程も言いましたけれど、まずはその方がストーカーであるという証拠が必要です」

　直情的な新之助の言葉に、真人はきっぱりと答える。

　――弁護士の仕事は、人々が日常生活で抱えるトラブルなどを解決することが殆ど。もちろん、警察のように拘留権限などはないとしても、希望があればストーカーに対する警告文を出す手伝いも出来る。ただしそれは、警告文を出す相手が本当にストーカーであるならば、の話だけれど。

「そうですよね……やっぱり心象だけではだめですよね」

「残念ですが。ただ、佐々木さんが被害に遭われているのは現実ですし、普段から付け狙っているストーカーであれば、我々が動き出したこともすぐにキャッチするかもしれません。そうすることで、それが抑制になるか刺激になるか……相手の詳細を知らない以上は何とも言えませんが」

　真人の主張は、弁護士として真っ当なものだ。それについては麻里奈も同意する。ただ――だからと言って、「証拠がないので何もできません。それでは」と突き放してしまうのには忍びない。

「あの……」

　余計なことかもしれないとは思いつつ、麻里奈はおずおずと口を開く。そして、

「警告文はすぐに作成できますので、愛さんの身の安全を第一に考えた上で、もう少しだけ様子を見てみませんか？　私たちも、その心当たりの方、がどんな方なのかを見ておきたいですし、その方の情報がないとなんとも……」

「ああ、そうですよね……そうしたら、昔職場でとった写真を、メールでお送りします。彼についてわかることも、そこに書いておきますね」

　麻里奈の提案に、愛は嬉しそうに頷く。そして新之助と共に立ち上がると、

「では、後ほど。宜しくお願いします」

「はい。お待ちしております」

　麻里奈たちに深々と頭を下げ、事務所から出て行った。

「……スト―カーか。可愛いと色々面倒なこともあるんですね。恋人がいなかったら、守ってくれる人もいないだろうし」

　麻里奈はお茶セットを片付けながらそんなことを呟く。すると、

「まあこういう事案は大抵が、過去に被害者と何らかの接触をした人物というケースが多いからな。もしくは……」

「もしくは？」

「それはともかく、恐らくこの案件、意外に厄介そうだ」

「え？　何でそんなことがわかるんですか？」

「弁護士の勘と、経験だ。それより、恐らく今日中に彼女から写真データが届くから、明日の午前中に彼女の家に行くぞ。いいな？」

「えっあ、はい……って、私、パラリーガルなんですけど！　私にも他に仕事が……」

「俺の秘書でも、ある。この辺りはまだ詳しくないし、俺をきちんとサポートしろ。他の仕事なら、外出時間以外にすればいいだろ」

　どこのブラック企業の社長か、と思うような発言で真人は麻里奈を一蹴すると、さっさと自分は所長室に戻り何やら仕事を始めてしまう。

　きっと、今まで志宇が麻里奈に投げていた仕事もたいていは真人が一人で片付けてしまっているのだろう。そうなると麻里奈の仕事は少なくなるわけで、寧ろこの事務所での存在意義とは？　という問題に発展する。そう考えると、「真人の秘書」という立場は悪くはないのかもしれないけれど、相手が悪すぎる。

　もしかしたら転職も考えたほうが良いのかなあ――麻里奈の脳裏にそんな考えが過ぎる。

　この仕事は好きだしやりがいもあるけれど、職場環境が急激に悪くなってしまった。

　先程の依頼人の女性にはとても穏やかで優しい口調で話をしていたのに、二人きりになったらその素振りすら見せない。

　どうしても我慢できなくなったら、それもありかな――残念ではあるけれど。

　麻里奈は再びため息を吐くと、ブースを片付けて自分の席へと戻ったのだった。







　その日の、夕方。

　いつものように佐和が四時で上がったので、定時まで麻里奈は自分の仕事に没頭していた。ところがどうしても真人に確認しなければならない件が出来てしまい、しぶしぶと所長室のドアをノックする。短い返事が聞こえたので麻里奈が中に入ると、真人はパソコンに向かい仕事に集中していた。

「何？」

「あ、この書類なんですけど……」

「そこに置いておいて。後で目を通すから」

　あくまでもパソコンから目を離さず、真人が素っ気ない口調で麻里奈に返す。

　それまでは馴れ馴れしいくらいだったのに、仕事に集中しているとはいえその対応に麻里奈は少し驚いた。

　別に真人に何を期待するわけでもないし、話しかけるのさえ躊躇していたはずなのに。

　真剣に仕事に打ち込む姿は、今まで見たことがない彼の姿。

　歪んだ性格はともかく、端正な顔立ちで真剣に考え事をしながら仕事を進める姿には、インテリジェンスを感じるし、予備知識がなければ不覚にもときめいてしまうかもしれない。

「……」

　まあ何にせよ、邪魔をしては悪い。麻里奈は書類を近くの応接テーブルに置いてすぐに部屋を出て行こうとしたが――ふと、応接テーブルの傍に置いてある紙袋の存在に気が付いた。

　紙袋の外側には、この近くにあるコーヒーショップのロゴ。真人の机の上にはそのコーヒーショップのコーヒーは置いてあるが、紙袋の中にはまだ手を付けられていないサンドイッチが残されていた。

「あの……もしかしてお昼、食べてないんですか」

　もう夕方四時過ぎなのに？　麻里奈は思わず真人に尋ねる。すると真人はようやくパソコンから目を離し、麻里奈を見た。そして、

「仕事をしていると、忘れることがよくある。大したことじゃない」

「でも、お腹すきます！　お腹がすくと、イライラしたり考え事が出来なくなったりするんですよ。ちゃんと食べないと」

「……へえ。心配してくれるんだ」

「そっ……そんなんじゃっ。こ、ここのサンドイッチは美味しいからっ勿体ないなあって思っただけです！」

　相変わらずの真人に、麻里奈は否定しながらも床の紙袋を開け、中のサンドイッチを真人に差し出す。すると、

「悪いけど今手がふさがってるから、食べさせてよ」

「は!?　ど、どうして私がっ」

「零れてパソコンが壊れたら困るだろ」

　真人はそう言って、「あ」と口を開ける。どうやら口に入れろという事らしい。

　――一体何なの!?

　麻里奈は唖然とするも、確かにパソコンが壊れても困るし、それにせっかく仕事に没頭しているのにその手を止めるのに抵抗があるのかもしれない。

　むむ、と悩むも、仕方なく麻里奈は真人の開いた口にサンドイッチを少しちぎって入れてやる。が、

「あー、パソコン越しじゃ食べづらいな。ちょっとこっちきて」

「え!?　きゃっ……」

　一回真人の口にパンを入れたものの、どうにもそれがしっくりこなかったのか。

　真人が不意に麻里奈の手を掴んだ。そして何を思ったか自分の元へと強引に引き寄せる。

　突然の事にバランスを崩した麻里奈は、真人の膝の上に倒れ込んでしまう。真人はそんな麻里奈を上手く自分の膝の上に抱きかかえると、麻里奈がそこから動かないように素早く腰に腕を回す。そして、

「ああ、これなら食べやすいし仕事もしやすいな」

　そんなことを言いながら、再び「あ」と口を開ける。

「！」

　――何故自分は、真人の膝の上に座っているんだろう。麻里奈の頭は酷く混乱し動揺していた。胸の鼓動が一気に早くなるのを感じる。

　真人はそんな麻里奈を離さない。膝から降ろす素振りもないし、「早くしろよ」と口を開けながら催促をする。麻里奈は動揺したまま、真人の口にタイミングを見ながらサンドイッチを運ぶ。そんな真人は、麻里奈とは真逆に何の動揺も変化も見せず淡々とパンを食べてはキーボードを打っていく。

「……」

　こんな風に女の子を膝に座らせて何の動揺もしないなんて。

　もしかして、女性慣れしているのかな。

　――十年も会っていなかったんだし、イケメンなんだからその間に彼女がいてもおかしくないだろうし。異性に慣れていない麻里奈をからかって、楽しんでいるんだろうか。

　――何か、悔しいなあ。

　麻里奈は複雑な思いのまま、こっそりと仕事中の真人の顔を見つめるのだった。





＊






　そして翌日の午前中。麻里奈と真人は、昨日の依頼人・佐々木愛の自宅へと向かっていた。

　約束通り昨日中に愛から「ストーカーかもしれない」という人物の情報をもらったので、実際にその人物を職場に見に行こうということになったのだ。

「佐々木さんは、今日は午後出勤なんですね」

「コンビニのアルバイトだから、シフトによってその日の出勤時間が異なるみたいだな」

　事務所を出て、愛の家がある駅の向こう側へと向かう。昼間はそれなりに人通りもあり、並んで歩くとすれ違う人とぶつかることもある。真人は麻里奈がすれ違う人とぶつかる寸前でさりげなく肩を抱き寄せ、それを回避してくれた。

　そういう部分はとても紳士的だ。麻里奈は真人に礼を言いつつ、でも決して真人の顔は見ずに、当たり障りのない話題を続けていた。

　というのも――今朝も今朝で、麻里奈は真人にからかわれ続けていて、正直彼に対してどういう反応をすればよいのかわからなくなっていたのだ。

　まだ佐和が出勤してくる前。麻里奈が壁際の棚の上の方に並んでいるファイルを取ろうと背伸びをしていると、

「はい、これ」

　それを見ていたらしい真人が背後に現れたかと思うと、スッと手を伸ばしてファイルを取ってくれた。

　麻里奈より遥かに身長が高い真人にしてみれば、そんな場所のファイルなどは何の苦労もなく取れるのだろう。

「ありがとうございます」

　麻里奈は素直に礼を言い、その場を離れようとするも――何故か真人は、麻里奈の頭を挟むかのように両手を置いているので、麻里奈はそこから動くことが出来ない。

「あの……？」

　ファイルを取ってもらったお礼、ちゃんと言ったよね？　聞こえなかったのかな、と麻里奈が首をかしげるも、

「これくらい、いつでも言えよ」

　真人はいつものように意地の悪い笑みを浮かべて、そのままの状態で麻里奈を見る。

「っ……」

　――これは絶対に何かを企んでいる顔だ。そう直感した麻里奈は、「失礼します！」と身体を屈めて真人の腕の下からすり抜けその場から逃げようとした。しかし、慌てすぎて床に転びそうになる。するとそれを見逃さなかった真人は、そんな麻里奈の身体に素早く腕を回して麻里奈の身体を受け止める。後ろから抱き留められるような形になってしまった。

「……」

　逃げようとしたのに、逆に捕まってしまった！　麻里奈が恐る恐る振り返ると、

「そそっかしい所だけは昔から変わらないな。身体はだいぶ大人になったのに」

　そういった真人は、わざと自分の身体を押し付けるようにして麻里奈の耳元にそう囁いた。

　ゾワリ、と甘い刺激が耳元から全身に走り抜ける。

　気を抜けばそれに侵されてしまう――麻里奈は慌てて正気に戻ると、「余計なお世話ですっ」と真人の腕から逃れ、そのまま給湯室へと逃げ込んだのだった。

　給湯室からそっと事務所の中を覗いてみると、ちょうど麻里奈が給湯室に逃げ込んだタイミングで佐和が出勤してきたようで、

「おっはようございます、所長。今日もイケメンですね！」

「おはようございます。森本さんも、今日もお元気ですね」

　とかなんとか。真人はさっきの事などまるでなかったかのように、佐和と楽しそうに話をしている。

　――ああ、またからかわれた！　そんな真人の様子に、麻里奈はがっくりと肩を落とす。

　女性慣れしていそうな真人に翻弄され、動揺しているのは麻里奈だけ。それがどうしても悔しくて仕方がない。

　何とかしてやり返してやりたくても、男性経験がない麻里奈はどうすればよいのかわからない。

「……」

　もう、こんなことが毎日続くと本当に身が持たない。

　佐和に相談する――となると、昔の酷い失恋話もしなくてはならなくなる。それはあまり知られたくない。そうなると、ここを辞めるか耐えるしかない。麻里奈は大きなため息を吐くと、そっと天を仰いだのだった。




　――とまあ、そんなことが朝からあったので、こうして二人で外出することになっても、何となく麻里奈は気まずい。

「どうした、浮かない顔をして」

　そんな麻里奈に対し、真人は無神経な質問を平気で投げかけてくる。

　一体誰のせいだと思っているのか。まるで分かっていないのが更に腹立たしい。

「別に、何でもないです！」

　麻里奈はハッキリとそう言い捨てると、足早に愛の家に向かって歩き出した。真人も不思議そうに麻里奈を見つめつつも、後をついてくるのだった。







　愛の家は、駅から十五分程度の場所にある、大きな公園向かいのアパートだった。

「ヘヴンハイツ……ここですね」

「これでヘヴン……明らかな詐欺物件だな」

「失礼ですよ」

　真人が言う通りアパートは、築二十年は過ぎているとみられる外観。確かに「ヘヴン」というイメージからは程遠い。

　各集合ポストは広告で溢れているし、二階へ上がる階段の手すりは錆びて変色している。二十代前半の娘が一人で暮らすには些か不安を感じる物件に思われるが、恐らく家賃が安く設定されているのだろう。愛はアルバイトで生活しているようだし、色々なことを考えてここを選んだのは容易に想像できる。

「そういえば、麻里奈も今は一人暮らしなんだろ？」

「ええ。所長もですよね？」

「ああ。来たかったらいつでもどうぞ」

「け、結構です！」

　二人は軽口を叩きながら、二階の一番奥にある愛の部屋へと向かう。

　そしてドア横のインターホンを押そうとした――ちょうどそのタイミングで、何故か部屋のドアが勢いよく開いて愛が中から飛び出してきた。

「おっと……」

「さ、佐々木さん……？」

　麻里奈たちがこのくらいの時間に尋ねてくることが分かっていたはずなので、もしかして待ち構えてでもいたのだろうか。

　二人があまりのタイミングに驚いていると、愛は酷く動揺した様子で真人に縋りつく。そして、

「今、病院から連絡があったんです！」

「病院？」

「新ちゃんがっ……新ちゃんが、歩道橋の階段から転落して、救急車で運ばれたって！」

　そう叫ぶと、「お願いです、一緒に病院に行ってください！」と懇願した。

「わ、わかりました！　所長っ……」

「ああ。今、タクシーを呼ぶから」

　真人は、至って冷静にそう言うとアパートの階段を下りながらスマホで電話をかけている。麻里奈は酷く動揺している愛の肩を抱くようにして、ゆっくりと階段を下りながら詳しい事情を聞く。

「横尾さんは、足を滑らせでもしたんですか？」

「それが……救急隊の方の話だと、〝誰かに押された〟って話しているみたいなんです。幸い意識もあるようで、命に別状はなさそうなんですけど……」

　少し涙を浮かべながら、愛はそう語る。

　新之助には身寄りもなく、それ故恋人の愛の元に連絡が最初に来たらしい。今日は彼の仕事も休みで、これから打ち合わせ予定だった愛の元へと来ることになっていた。どうやらここに来る途中で、何かがあったようだった。

「もしかして、私のスト―カーが新ちゃんを……」

　だとしたら、新ちゃんは私のせいで――愛が大粒の涙を零しながら震える声でそう呟く。

「まだ決まったわけじゃないですよ、佐々木さん。まずは病院に行って話を聞きましょう。悔いるのはそれからでも遅くないですし、そもそも佐々木さんは何も悪くないんです！」

　麻里奈は愛の肩をしっかりと抱きながら強い口調でそう励ます。

　犯罪被害者によくあるのは、自分や自分の周囲への被害が出た時に、犯人ではなく自分を責めてしまうケース。あくまでも悪いのは犯人であり、被害者に非はないというのに、だ。

　そういう人たちを助けたくて。困っている人たちを救う手助けをしたくて、麻里奈は今の仕事を選んだ。今、それをしないでいつするというのか。麻里奈の中の正義感に一気に火が灯っていく。

「おい、タクシー来たぞ」

「はい！　佐々木さん、行きましょう。病院はどちらですか？」

　程なくして、真人が呼んだタクシーがアパートに到着した。麻里奈は愛を促すと、真人と共にタクシーで新之助が運ばれたという病院へと向かったのだった。







「幸い打ちどころが良くて、全身打撲のみで済んだようです。骨折もない」

「良かった……！」

「ただ、転落した際に頭を打っている可能性もありますので、検査の為にも数日間は入院していただきます」

　――タクシーでたどり着いた市内の総合病院。救急窓口に駆け込んだ三人は、担当の救命士からそのような説明を受けた。

　新之助は既に病室に運ばれており、幸い話が出来る状態のようなので、病院が呼んだ警察からの簡単な事情聴取を受け、今はゆっくり休んでいるらしい。

「すみません、私……」

　心配でたまらない様子の愛が、まずは病室へと向かった。

「所長、私たちも……」

　横尾さんの病室に向かいますか。麻里奈はそう真人に話しかけようとするも、

「警察の方はもう帰られました？」

「いえ、隣の部屋でもう一人の担当救命士から話を聞いていると思います」

「そうですか」

　真人は、説明してくれた救命士とそんな会話を交わした後、

「麻里奈、お前の連絡先教えて。用が済んだらすぐに連絡する」

「えっ？　あ、は、はい」

　躊躇する隙を与えないビジネスライクな口調で麻里奈の連絡先を聞き出すと、真人は麻里奈を置いて警察が聴取中の部屋へと一人で行ってしまった。

「ちょ、ちょっと……一人で置いていかれても……」

　真人には真人の考えがあるのだろうけれど、こんなところで一人置き去りにされても困る。救命救急窓口はただでさえ慌ただしいし、ただ真人を待つ為だけにこのロビーに居座るのも気が引ける。仕方がないので、麻里奈は先ほど教えてもらった新之助の病室へと向かうことにした。

「あ……これは、弁護士事務所の方ですよね。わざわざすみません」

「いえ……お加減はいかがですか？」

「幸い落ち方が良かったらしくて、全身打撲程度で済みました。それでも数日は入院するんですけどね」

　病室では、手と頭に包帯を巻いた新之助がベッドの上から出迎えてくれた。

　愛は、新之助の入院グッズを売店に買いに行ったらしい。

　ここに来る前までは泣いていたものの、実際に顔を見たら思ったよりも軽症で安心たらしい。

「俺は家族もいないし、ああして愛が色々動いてくれるから助かりますよ」

「職場にはもうご連絡されたんですか？」

「ええ、まあ。数日の休みであれば問題ないですし」

「そうですか」

　麻里奈は、ベッドサイドの椅子に腰かける。

「ところで横尾さん、佐々木さんの話だと、ただの事故じゃなかったみたいですが……」

「そうなんですよ。愛の家に向かおうと思って、現場の歩道橋を通りかかったんです。そうしたら、階段を下りるタイミングで誰かに背中を押されて……」

「顔は見たんですか？」

「パーカーを着た人物が一瞬見えただけで、顔までは。でも、体格的に男だったと思います」

「男性……」

「……愛のスト―カーかもしれないっていう男、いつもパーカーを着ているんですよ。だからもしかしたらと考えています」

　新之助は、少し声を潜めるように麻里奈にそう伝える。

「それ、佐々木さんにはお話したんですか？」

「ええ。愛は俺に申し訳ないって言っていたけど、別に愛が謝る事じゃないし」

「……」

「こういうことも起こったわけだから、逆に愛をこれ以上一人にしておくのは不安で。退院したら一緒に住むことにしました」

　愛は、絶対に俺が守ります。新之助は決意をしたようにそう麻里奈に伝える。

　確かに、もしも今回の犯人が愛のストーカーならば、愛の一人暮らしは危険かもしれない。こちらとしても恋人の新之助が一緒に住んでくれるのならば安心だけれど、

「佐々木さんは何て？」

「こんなことになってもまだ、俺に遠慮しているんですよ。でも、俺ももう譲れない。話をしたら愛は分かってくれました」

「そうですか」

　愛が納得してそうなるならば、その方が良いのだろう。それに、恋人同士の事情にそこまで麻里奈が口を挟むのはおかしな話だ。

「……横尾さんが入院されている間は、私たちが佐々木さんに配慮するようにしますのでご安心ください」

「助かります。愛を、どうかよろしくお願いします」

　新之助が麻里奈に頭を下げる。麻里奈もそんな新之助に頭を下げるも、ちょうどそのタイミングでスマホが鳴った。

　着信画面には知らない携帯番号。恐らくこれは、真人の携帯番号なのだろう。

「それじゃあ、私はこれで……愛さんにはまたこちらから連絡しますので」

「伝えておきます」

「失礼します」

　麻里奈は新之助にそう告げると、病室を出て廊下の端っこ、携帯電話利用可能エリアで電話に出た。

　電話の主は、案の定真人だった。自分の方の話が終わったので、病院の表玄関入ってすぐのロビーに来いという。麻里奈は急いで指定された場所に向かった。

「話、終わったんですか？」

「ああ。麻里奈がくる前に、佐々木さんと会ったよ。売店帰りの」

「そうなんですか。彼女、横尾さんの入院グッズを売店に買いに降りたって横尾さんが」

「彼女には、念の為今日だけは友人か、近くに住んでいる親戚の家に泊まるように言っておいたから」

「それがいいと思います」

　真人の言葉に、麻里奈も賛同する。

　確かにこんな事件が起こった後、一人で暮らす部屋に戻るのも不安だろう。麻里奈には配慮がないのに、他の女性にはきめ細やかな心遣い――と、口には出さずともそんなことを想う。

「あと、今日俺たちが彼女の職場に行く予定だったけれど、それを知ってか知らずか、例のストーカー候補、職場を無断欠勤しているそうだ」

「！」

「俺たちがくる前に、佐々木さんが念の為その男のシフトを職場の店長に確認したらしい。しかも全然連絡がつかないらしくて。それをあの彼氏に連絡した矢先、彼が歩道橋から転落したようだ」

　まるで、盗聴器で佐々木さんの行動を逐一監視しているみたいだな。真人は、愛から聞き出しておいた情報も麻里奈に共有する。

　――事故が起きた日にちょうど無断欠勤。

　そういえば最初に愛が相談に来た時、以前は盗聴器が設置されていた、と話していた。

　一度は撤去してもらっているが、もしかしてとも言っていた。ということは、と、麻里奈の中で嫌な推理が成り立ちつつある。

「所長、それって……」

　早速麻里奈がそれを口にしようとするも、真人はそんな麻里奈の唇にそっと指をつける。

「ひゅっ!?」

「とりあえず、飯でも食いながらゆっくり話そう。もういい時間だろ？」

　真人はそう言って、玄関口の外のロータリーに停まっているタクシーにさっさと向かう。

　ロビーにある大きなデジタル時計へ目をやると、既に時間は午後一時半。確かに、お昼もいい感じに過ぎてお腹がすいていることは否めない。麻里奈は真人の後に続いてタクシーに乗り込むと、とりあえず事務所の最寄り駅まで戻った。

「この辺りでオススメの店は？」

「オススメ……佐和さんとたまに行く洋食屋さんなら知っていますけど……」

「じゃあ、そこで」

　駅周辺にはファストフード店やカフェが割とあるものの、しっかり食事をとる店となると事情は変わってくる。麻里奈も佐和もお昼はお弁当派なので滅多に外で食べることはないけれど、それでもたまに気分転換で外に出る時は、いつもきまって利用する洋食屋があった。

　タウン誌にもよく掲載される、このエリアでは割と有名な店だ。数回利用しただけで麻里奈と佐和の顔も覚えてくれていたし、味も問題はない。ただ、真人の口に合うかどうかは分からないけれど。お昼時は外に行列ができるほど人で溢れているけれど、今の時間ならおそらく並ばないでも食事はできるだろう。

　ドキドキとしながら、麻里奈は真人とその洋食屋に入る。

「あら、いらっしゃいませ！　今月は初めてだよね？」

「はい。先月の限定ランチ、美味しかったです」

「ありがとうございます。今月のランチも、今日はあと二食分用意できるわよ。どうする？」

「あ、私はそれで！　えっと……」

　所長は、と麻里奈が真人の顔を見るも、「じゃあ俺もそれで」と真人が笑顔で答える。

「かしこまりました！　空いている席にどうぞ」

　人気だけれど割とこぢんまりとした洋食屋なので、従業員は奥の厨房で料理をするご夫婦と、フロアを切り盛りする娘さんの三人だけ。やっぱり麻里奈の事を覚えてくれていた、いつも元気な娘さんに言われた通り麻里奈たちは空いている窓側の席へと座った。

「所長、良かったんですか？　メニュー」

「麻里奈が言うんだから、美味しいんだろ？　その限定食。ならそれでいい」

「随分と信用してくれるんですね、私の舌」

「その代わり、そうじゃなかった場合は覚悟しておけよ」

　笑顔のままとんでもないことを言う。

「そ、それなら自分の好きなものを頼めばいいじゃないですかっ」

「せっかく勧めてくれたのに、失礼だろ」

「私に対しての態度は失礼ではないんですか？」

「当然……と、もう出来たみたいだぞ」

　と、真人が厨房の方に目をやりながらそう呟く。麻里奈もそちらを振り返ると、厨房から店に突き出ているカウンターには、二皿分の料理が置かれていた。お店にはほぼお客もいない状態なので、すぐに出来上がったらしい。

「はい、お待たせいたしました。今月の限定ランチです」

　先程の店員が、二人の前に料理を置いていく。

　大きな白い皿に、ベーコンとしめじを使ったバターライス。そのそばにはフレッシュなリーフレタスとトマトをオリーブオイルで和えた色鮮やかなサラダ。そしてメインは――

「地産野菜を使った、ボールコロッケ！　これ、このお店の名物なんです。いただきます！」

　ころころと丸い、一口サイズのコロッケ。限定ランチが気に入っている、というよりもこのコロッケが気に入っている麻里奈は、手早く挨拶をすると早速箸で口に運ぶ。

　ボールコロッケは手間がかかるらしく、限定ランチ以外では夜の時間帯でしか提供していない。だからお店に来るたびに、麻里奈は限定ランチのこのコロッケを毎回注文している。

「……確かに、美味しい」

　そんな麻里奈を見つめつつ、真人も料理を口に運んで素直にそう呟いた。

「よかった、お口にあって」

　例え相手が誰であれ、自分が美味しいと思うものを褒めて貰うと嬉しい。麻里奈がにこにこしながら料理を口に運んでいると、何故か真人が小さく噴き出した。そして、

「口、付いてる」

「えっ」

「子供の頃から、そういう所は全然変わらないな。麻里奈は」

　真人は自分の指でそっと麻里奈の唇の端を拭い、指に付いたソースをぺろりと舐める。

「っ……」

　いい年の大人なのに口にソースがついているのを気付かないまま食事をしているのは勿論恥ずかしいのだけれど、それを拭われ、そしてそれを目の前で舐められるその仕草に得体のしれない色気を感じてしまった麻里奈は、自然と自分の身体がブルリと震えたのが分かった。

　――ありえない。苦手な所長に対して！

　イケメン俳優を画面越しに眺めていた時とは違う、不思議な感覚。でもそれを受け入れるのが嫌で、麻里奈は必死にその感覚を打ち消そうとする。

「ちょ、ちょっと鏡見てきますっ」

　麻里奈は慌てて席を立つと、慌てて化粧室へと駆け込む。そして、洗面台でおそらく動揺しているであろう自分の顔を見つめる。

　からかったり、意地の悪いことを言ったり。

　それなのに、膝の上に乗せたり後ろから抱きついてきたり。

　毎日毎日、心臓に悪いような事ばかり。

　十年近くも前だけど、酷い振られ方をして、それ以来恋愛に対して臆病になった。

　所長はその張本人。出来れば二度と会いたくなかったし、あまり関わり合いになりたくなかった。

　所長だって、あれだけ酷い振り方をしたのだからさっさと忘れてくれればいいのに――麻里奈のその気持ちに嘘はない。

　どうして今更、こんな風に接してくるのだろう。どうせなら、十年前にこんな風にして欲しかったのに。麻里奈はもう叶わぬ思いを胸に浮かべながら、小さなため息をついたのだった。







　五分ほどして麻里奈が席に戻ると、何故かそこに真人の姿はなかった。

　料理は――さすが男性、まだ半分ほど残っている麻里奈に比べ、あっという間に完食している。

　化粧室は男女兼用。少なくとも麻里奈がいる間に真人は来てはいない。店内を見回してもその姿はなく――麻里奈が首をかしげていると、

「お連れの男性は何でも、急用が出来たとかで電話を受けた後、慌ただしく出ていかれましたよ」

「！　そうなんですか!?　あ、じゃあ私も行かないと……」

「伝言を受けています。ゆっくり食事した後で戻ればいいからって」

「え？」

「お会計も、もうお二人分頂いていますから」

　店員がにっこりとほほ笑みながら麻里奈に語り掛ける。

　急用というのは仕事関係だろうか？　誰からの電話だったのだろう。でも本当に急ぎであれば、真人だけではなく麻里奈にも佐和が連絡をくれているはずだ。バッグからスマホを出して画面を見てみるも、佐和からの着信もメールもなかった。

　事務所を通さない別の用事なのだろうか？　詳しいことは分からないけれど、真人がそう言うなら言葉に甘えるべきだろうか。

「ありがとうございます……」

　麻里奈は、まだ料理が残っている席へ戻る。

　店員はそんな麻里奈の水を新しいものに変えながら、

「それにしても、素敵な男性ですね……もしかして、彼氏さん？」

「ちっ！　違います！　あの人は、その、私の上司でっ……」

「まあ、そうなんですか？　お優しそうだし、何よりとってもカッコいい」

　店員は麻里奈の言葉を信じているのかいないのか、わからない様子で席から離れていく。

　――いや、彼氏とか！　そんなことは百パーセントないですから！

　第一、向こうにとって麻里奈は恋愛対象の「れ」の字もないはずだし。

　そう、向こうにとっては。昔から。

「……」

　自分でもそれはよくわかっているはずなのに、何だかよくわからないけれど、胸の奥に何かが引っかかる。

　その正体不明のものをかき消すかのように、麻里奈は水を一気に飲み干すと、テーブルに残ったままの料理をもくもくと食べ始めたのだった。







　真人に言われた通り料理を食べた後に事務所に戻った麻里奈だったが、

「……あれ、お客様？」

　事務所に入ってすぐ、真人の例のガラス張りの所長室の中に、真人の他にもう一人いるのに気が付いた。

　それは志宇でもなく、もちろん佐和でもない。後ろ姿しか見えないけれど、背中の中ごろまでまっすぐに髪を伸ばした、スーツ姿の女性だった。

「佐和さん、ただいま。お客様？」

　麻里奈は自分の席に荷物を置きながら佐和に尋ねると、

「そうなのよ、河合ちゃん！　河合ちゃんが戻ってくる少し前に、所長と一緒に来たのよ。すっごい美人よ！　しかも所長とは仲良さそうでさあ」

　所長室内、今顔面偏差値がめちゃくちゃ高いわ。少し興奮気味の佐和はそう言って、自分が所長室にお茶を持って行った時の事を麻里奈に話す。二人は「小松」「三枝さえぐさ」と名字で呼び合う仲らしく、彼女は真人の要請で、ここにやってきたらしいとのこと。

「同じぐらいの年に見えたから、もしかして……ねえ？」

「さあ、私には」

　麻里奈は佐和の話を笑顔で交わし、あくまでも無関心を装い自分の仕事をし始める。

　確かに事務所の様子をこっそりのぞいてみると、真人がその女性と楽しそうに何かを話しているのが見えた。真人には真人の付き合いがあるし、麻里奈が知っているのはほんのわずか。真人の事は知らないことの方が多い。それはどうにもならないことだから、そこを悩んでも仕方がないことなのだけれど。

　でも、職場にまで呼んで話をする女性って、どんな関係なのだろう――麻里奈は仕事の手をたびたび止めては、ガラス張りの所長室へと目をやっていた。

　と、突然デスクの上の電話が鳴った。

　しかも見ると、「外線」ではなく「内線」ボタンが点灯している。

　普段は佐和と二人でいる事も多いし、わざわざ内線など使わなくてもすぐに話が出来る環境だ。志宇がいた時だって、内線など使わずに事務所からひょっこり顔を出して直接呼ばれていた。それについては、内線電話の掛け方がわからなかったという説もあるけれど。

　そんな状況で内線――麻里奈が驚きながらも受話器を取ると、真人が出た。すぐに所長室に来るようにとだけ告げ、切られてしまった。

「所長、何だって？　お茶、替える？」

「ううん、所長室にすぐ来いって。何だろう」

　麻里奈はすぐに席を立ち、所長室のドアをノックして中に入る。

「三枝汐里しおりです。彼とは大学の法学部と司法修習でも一緒だったの。私は、今は東京地検の検事をしているの。よろしくね」

　中に入った途端、自己紹介をされた。麻里奈は慌てお辞儀をした。「よ、よろしくお願いします！　私は……」

「河合麻里奈さん、でしょ？　話は聞いています」

　汐里はそう言って麻里奈と握手をするとにっこりとほほ笑んだ。

　既に麻里奈のことは真人が紹介してくれているようだった。でも、一体どんな説明をしているのだろう――麻里奈はそこが非常に気になるも、目の前で自分と握手をする美女に気を取られ思わず見とれてしまう。

　背中の中頃まで伸びた、手入れの行き届いた触り心地の良さそうな黒髪。上等なスーツにはシワひとつない。靴はきっちりと磨かれたローヒール。しかもふんわりと甘い、心地のよい香水の香りがする。決して嫌味ではない、控えめでむしろ人を引き付けるかのような香りだ。メイクは薄めで、それがまた彼女を品よく見せている。ぱっちりとした瞳と色白の肌、ふっくらとした唇。パーツの一つひとつが魅力的で、メイクの力など借りなくたって充分に美しい。きりっと引き締まった表情には知的ささえも見て取れる。

　――こんなに綺麗な人なのに、検事さん。すごいなあ。

　たしか検事になる為には、司法試験に合格した後一年間の司法修習を受けなくてはいけないはず。そしてそこでも最後に試験を受けて、それに合格しないとなれないはずだ。その後に地検や地方の支部で数年研修を受け、ようやく一人前の検事として独り立ちすると、何かの本に書いてあった。

　真人や汐里の出た大学は、国内最高峰の名門大学。汐里の年齢で検事としてひとり立ちしているのだから、彼女は相当に優秀なのだろう。

　ごくごく普通の短大を出て、パラリーガルとして働いている自分とはレベルが違う。

　学歴も、職歴も、そして洗練されている外見も――彼女に見とれながらも落ち込みそうになる麻里奈だ。するとそんな麻里奈に、

「三枝にはちょっと調べ物をしてもらっていたんだ」

「調べ物、ですか？」

「ああ。さっすが有能な検事様、情報収集が早いことで」

　真人がやや大げさに汐里を褒めたたえながらそんなことを言うも、

「よく言うわよ、こっちの状況も確認しないで一方的に情報集めてもってこい、とか言って電話を切ったくせに。歪んでる性格は昔からほんとに変わらないわね」

　汐里は麻里奈には笑顔で対応するも、真人には明らかに不満げな表情でそう吐き捨てる。

　どうやら真人が、汐里に何かを頼んでここに持ってこさせたようだ。

「でも来られたってことは、それなりに手が空いてたってことだろ」

「昔馴染みからの頼みだから、仕事を調整して優先してあげたのよ。感謝しなさいよ。夕食ぐらい奢ってもらってもバチは当たらないわ」

　ねえ、河合さん。汐里が麻里奈を巻き込みつつ真人に不満をぶつけるも、真人はそんな汐里を「はいはい」と軽くあしらいつつ、自分は汐里から持ってこさせた情報に目を通している。そしてそれを一通り読むと、

「あー、俺ちょっと急用ができたから今から出るわ。三枝、今日は助かったわ」

「はあ!?」

「今日はこのまま直帰するから、時間になったらカギ閉めて早めに帰れよ」

「えっ!?」

　真人は汐里と、そして麻里奈にそれぞれそう声をかけると、さっさと部屋を出て行ってしまった。当然その後には呆然としたままの二人だけが残されてしまったわけだが、

「何よ、あいつ！　外国に行ってたって言ってたから少しは成長したかと思えば、大学の時とまんま変わらないじゃないの！　自分勝手で！」

「な、何かうちの所長がすみません……」

「河合さんが謝る事じゃないわよ！　あなたあんなやつの下で秘書をしているんでしょう？　気の毒ったらないわ」

　汐里は傍のソファにドサリと腰を下ろし、足を組みながら憤然としている。無理もないだろう。

「あの、とりあえずお茶、変えてきますね。あ、コーヒーの方が良いですか？」

「ありがとう。じゃあコーヒーで。あ、この部屋にいるのもあれだから、打ち合わせブースみたいなところに移動するわよ」

　汐里はそう言って、ソファから立ち上がる。麻里奈は汐里を向かいのブースに案内する。

　彼女とは先程初めて会ったばかりだけれど、真人の無礼を謝りつつ、現役キャリアの女性の話を聞ける機会など滅多にないとばかりに、麻里奈は汐里に色々なことを質問した。すると、話している内に気が合うのか会話が盛り上がってしまい――結局佐和が定時で帰った後、事務所を早めに占めることにして、二人で飲みに行くことになったのである。







「じゃ、これからもよろしくね」

「こ、こちらこそ！」

　とりあえず駅近くに前から気になっていたお洒落なダイニングバーがあったので、麻里奈はそこに汐里を連れて行った。

　どうやら汐里は外見に似合わずかなりの酒豪のようで、驚くくらいハイペースでカクテルを飲み干していく。

　これは、居酒屋系の方が良かったかな。どちらかというと、チーズの盛り合わせよりも枝豆と漬物の盛り合わせの方が合いそう――麻里奈はひっそりとそんなことを想う。

「河合さん、いや面倒くさいから河合ちゃんでいいか。河合ちゃんは、お酒はいける方？」

「嗜む程度です。どちらかと言えば弱い方だと思います」

「あらー、じゃあ男と飲むときは気をつけなきゃね」

　そう、麻里奈はあまり酒が強い方ではない。だから、今もアルコール度数の高いカクテルを水のように飲み干していく汐里とは対照的に、オレンジジュースの味が濃い目のカシスオレンジを一口、二口口にしている程度だ。

「三枝さんは……」

「汐里でいいわよ。せっかく二人で飲んでいるんだし、堅苦しいのはナシ」

「じゃあ、汐里さん。汐里さんは、所長と一緒に飲みに行ったりしていたんですか？」

　麻里奈は何気なしに真人の事を汐里に尋ねる。すると、

「大学の時はね。でも司法修習の間はそれどころじゃなかったし、最後に一緒に飲んだのは、小松が海外に行く前かな。大学の同期と一緒に、壮行会みたいな感じで」

「へえ……」

「あいつ、実は酒もめっぽう強いのよ。だから、河合ちゃんも気をつけなさいよ？」

「わっ私はそんな、所長と二人で飲みに行くことなんて……」

「ふーん」

「それに、多分所長は、私みたいなタイプよりも汐里さんみたいな女性と飲んだ方が楽しいんじゃないかな」

　麻里奈が小さな声でそう呟くと、汐里はそれには答えずに、真人の昔話をし始める。

「まあ確かにアイツ、性格悪いから」

「……大学の時からですか？」

「まあね。でも、見てくれはいいじゃない？　だから女はひっきりなしに寄ってくるわけよ」

「あの、汐里さんはもしかして所長の元カノとか……」

「冗談はやめてよ。あんな男、逆立ちしたってお断りよ。それに私もね、これでも男には困らなかったんだから」

　汐里は小さく笑いながらハッキリとそう答える。

「あ、それは分かります。女性の私から見ても、汐里さんはすごく綺麗だし、素敵です」

「あらありがとう。……でね、あいつのことだけど。掃いて捨てるくらいモテるくせに、恋人を作らなかったんだよね」

「ええ？　何か意外……」

「いや、適当に遊んでたとかそういうのは知らないけど、でも性格悪くてもそんなタイプでもないし」

「何か理由があったんですか？」

「んー……そうね」

　と。その話題になった瞬間、何故か汐里が言葉を渋った。でも、明らかに何かを知っている。そんな表情をしている。

「汐里さんはその原因を知っているんですね？」

　麻里奈が再び問うと、汐里は「まあね」と答えて手元のカクテルを一気に飲み干す。そして、

「まあそれが原因で、アイツは私に頭が上がらないところもあるのよ」

「あ、もしかしてそれ、弱みってやつですか？」

「そんなところね。だから、今日こんな扱いをしたこと、きっと後悔してるわよ。おそらく後で私にフォローを……って、ほらね」

　汐里はそう言いながら、胸元のポケットに入れていたスマホを取り出して画面を操作しながらニヤニヤしている。どうやら真人から、タイムリーに連絡がきたらしい。

　――本当に二人、仲いいな。

　今日真人の携帯番号を知ったばかりの麻里奈は、何気なくそう思う。

　別に真人のプライベートを知りたいわけじゃないけれど、自分の知らない真人の十年間を汐里はよく知っているようだし、その十年間が改めて長い期間だったのだと実感する。

「ったく、絶対に今度埋め合わせさせてやるわ。男の一人でも紹介しろっての」

　汐里が手早く真人に返信しながらそんなことをぼやいている。

「汐里さん、彼氏いないんですか？」

「今はね。今は仕事も楽しいし、相手に妥協してまで無理に付き合うのは嫌なのよ。だから、安全パイだけ受付中」

「はあ……」

「それより河合ちゃんは、彼氏いないの？　可愛いんだから、彼氏くらいいるんでしょう？」

「私は……恋愛が苦手で……」

「苦手？」

「はい……」

　麻里奈は少し躊躇するも、相手が真人だとは伝えず、昔の古傷の話をした。そして、

「それ以来、自分に自信が持てないんです。いい人だな、とかカッコいいな、と思う俳優さんやモデルさんはいるんですけど、現実の相手となると躊躇しちゃって。あまり断り続けるから、友達から合コンとかも誘われなくなっちゃいました」

　だから出会いもないんです――麻里奈が苦笑いをしながら汐里に語ると、汐里は「その河合ちゃんを振った男、ろくでもないわね。どうせそいつもいい人生送ってないわよ」と毒舌を吐きつつ、

「でも、いつか恋愛をちゃんとしたいと思うなら、諦めちゃダメよ」

「汐里さん……」

「何事もさ、諦めたら終わりだから。恋愛とはちょっと違うけど、私も今の仕事に就くまで色々あったのよ」

　汐里はそう言って、空になったカクテルグラスを指でツン、と突っついている。

　――汐里の家は代々堅い職業についてきた家系らしく、父親は医者、母親は弁護士。二人いる兄も弁護士をしているらしい。なので、幼い頃から「自分もそういった職業に就かなくては」とプレッシャーを抱えていたようだ。女性だから、と自分だけは免除にされるのも嫌だったし、どうせなら医者や弁護士以外で何か目指せないかと考えて検事という道を選んだらしい。大学ではそこそこ遊んだものの、影では必死で勉強をした。実は大学に入る際に一浪しているし、勉強が上手くいかない時もあったし、諦めてしまおうかと悩んだ時もあったけれど、諦めずに勉強を続けた結果、自分の夢を叶えることが出来たと。汐里は麻里奈に「ここだけの話ね」と話してくれた。

「すごいなあ……汐里さんは。美人で頭がいいだけじゃなくて、心も強いんだ……」

　同じ女性なのに、こんなに自分と差がある強い女性がいるなんて。世の中の男は見る目がない！　麻里奈がそんなことを思っていると、

「河合ちゃんだって、目的があってパラリーガルを選んだんでしょ？　環境が違うだけで、目標に向かって頑張ろうとすることは誰でも一緒よ」

「汐里さん……」

「だから、今は仕事が楽しいんだったら、それを河合ちゃんなりに頑張ればいいんだよ。もしその途中で恋愛がしたくなったら、妥協なんかせずに、力いっぱいすればいいの。自分の人生は自分のものよ。昔の男にいつまでも囚われていちゃダメ。今の河合ちゃんは、あの頃の河合ちゃんじゃないんだから！」

　汐里は力強い口調でそう言うと、

「そうだ、河合ちゃんの連絡先教えてよ。また予定が合ったら飲もう。女子会よ、女子会」

「はいっ」

　麻里奈は笑顔で汐里に返事をする。

　二人は連絡先を交換して、今日はお開きにすることにした。

　汐里は近くの駅からタクシーに乗るつもりらしい。麻里奈は汐里を駅まで送ると、自分はロータリーからバスに乗って、自宅に向かうことにする。

　今日一日、本当に色々あった。あげく、一日の最後は、真人の同級生の女性検事と一緒に酒を飲むことになるとは。でも――少し年上の、頼もしい女性と話が出来たことは、麻里奈にとってとても刺激的だった。

　思いがけず友達にもなれた。このことだけは真人に感謝だ。

　麻里奈の知らない真人を知っている、汐里。何やら秘密も知っているらしいし。真人にからかわれていることはまだ話せなかったけれど、いつかは相談してみようかな。麻里奈はバスの窓から外の景色を眺めながら、ぼんやりとそんなことを考える。

　と――その時だった。

　麻里奈のスマホが小刻みに一度だけ震えた。

　麻里奈は何気なくそのメールを開いた。すると、

「もう家に着いたか？」

　メール画面には、そんな文字列が。見ると――昼間登録した、真人の番号から発信されている。どうやら真人が、麻里奈にメールを送ってきたらしい。

　麻里奈はそんな真人のメールに、「まだ帰り道のバスの中です」と返信した。

　すると程なくして、真人からメッセージが返ってきた。

「三枝に何を聞かれた？」

「あいつ、余計なことを言って迷惑かけてないか？」

　――よっぽど汐里が麻里奈に何か余計なことを話していないか気になっているらしい。例の秘密をばらされたのでは、などとでも思っているのだろうか。

　それなら、汐里を置いて一人でどこかに行かなければいいのに――麻里奈はそう思いつつも、

「特に、何も。今日は楽しく過ごさせてもらいました」

「汐里さんとはまた、飲みに行く約束もしました」

　麻里奈は余計なことには触れず、真人に返信する。すると、

「わかった。それより時間が遅いから、気をつけて帰れ。家に着いたら教えてくれ」

　すぐにそう返ってきて、真人のメッセージは一旦そこで途絶えた。

「……」

　これは、一応心配をしてくれているのだろうか。所員を預かる所長として。

　麻里奈が一人暮らしだというのは真人も知っているし、自分の友人と飲んで帰宅が遅くなったのだから、一応気を使っているのかもしれない。

　麻里奈は言いつけ通り、自宅アパートについて部屋に入った後、真人に「今着きました」とメッセージを送った。すると、

「わかった。今日は三枝に付き合わせて悪かった。おやすみ」

　真人からすぐにそんなメッセージが返ってきた。

　どうやら真人なりに、今日の事を反省はしているらしい。

「いいえ、こちらも楽しく過ごしましたので大丈夫です。おやすみなさい」

　麻里奈は真人にそう返信すると、スマホを充電器の上に戻してベッドにドサリと寝転ぶ。

　実際に顔を合わせて話をすると、からかわれたり意地悪をされたりするのに、こうしてメッセージだけのやり取りだとそうでもない。別に、こんなこと当日中にメッセージでわざわざやり取りすることでもないのに。意外とまめな所もあるんだな。

　大学卒業して以来、仕事のメール以外で男性とこういうメッセージをやり取りしたことがない麻里奈には、あくまで形式上の、ほんの些細なやり取りを交わすだけでも刺激的な経験だった。まさかその相手が、「あの」真人になるとはと思ってはいなかったけれど。

「……」

　もう、メッセージ来ないよね？

　麻里奈は、充電器に立てかけているスマホの画面を見つめるも、新しいメッセージが届いている様子はない。

　――そもそも、汐里の事がなければ、真人はこんな風に麻里奈にメッセージを送ってくることはなかったはずだ。それなのに、何を。麻里奈は慌てて自分を戒める。

　苦手なはずの相手からのメッセージを期待するなんて、自分自身が嫌になる。

　麻里奈はベッドから起き上がると、その日はもうスマホの画面を見ないように充電器の向きをくるりと変えてしまった。そしてそのことはもう忘れよう、と手早くシャワーを浴びてすぐにベッドへと横になった。

　――でも。

「あ……」

　その翌日から、朝、そして夜、真人から何かしらのメッセージが届くようになった。

　仕事の話題ではなく、全く関係のない、些細なこと。そして、一日の最初と終わりには必ず「おはよう」「おやすみ」のメッセージも。

　事務所では相変わらず麻里奈をからかっては怒らせて、意地の悪い事をする真人なのに、メッセージ上ではいつも穏やかだ。

　――深い意味はないよね。だって、汐里さんともやり取りしていたし。

　麻里奈は自分自身に何度もそう言い聞かせるも、それが毎日続いてくると混乱してしまう。それに、「深い意味はない」と思おうとしているのに、いつの間にか真人からのメッセージが届くのを楽しみにしている自分がいるのも確かだった。

　所長、一体どういうつもりなんだろう。

　普段の真人とメッセージ上の真人。どちらが彼の本当の顔なのか、麻里奈にはすっかりわからなくなっていた。










第三章











　真人とプライベートで連絡を取り合うようになって、数日が過ぎた。

　ストーカーに狙われているという例の女性・佐々木愛からは別段被害の報告はなく、また、何者かに歩道橋の階段から突き落とされたという彼女の恋人・横尾新之助の入院生活も続いている。愛にとは、麻里奈が毎日一度は連絡を取っている。これについて真人は、

「別に今、被害はないんだろう？　ならば問題ない」

　――と、何故か驚くほど冷静な見解を示していた。

「被害がないから大丈夫、というのは違うと思います！」

「根拠は？」

「根拠……は、ないですけど、実際に佐々木さんがストーカー被害に遭っていたのは事実です！　いくら今それが落ち着いているからと言って、犯人が諦めたとは限りません」

　何かの予兆かもしれないし、弱い立場の人間に寄り添ってこその弁護士です――麻里奈は真人と真っ向から対立する。

　その考えは、麻里奈がパラリーガルという道を選んだ根底にあるものだ。だからこそ麻里奈は、真人にもそれを知ってもらおうと力説する。ところがそんな麻里奈に対し真人は、

「熱い思いは分かるが、少し冷静になれよ。本来見るべきものが見えなくなるぞ」

「本来見るべきもの……？」

「そ。今の様子はさしずめ鼻息の荒いイノシシだな」

　まあ、イノシシというよりウリ坊か――真人は明らかに麻里奈を小馬鹿にした様子で小さく笑う。

「失礼なこと言わないでくださいっ！　私のどこが……」

　自分の真剣な想いを馬鹿にされたような気がして、麻里奈は思わず声を荒らげる。

「だから、そういうとこ」

　ただ、真人には麻里奈のそういう怒りも届いていないらしく、極めて冷静にそう呟き麻里奈の頭をポン、と軽く掌で叩く。

　大きくて、温かい。そんな感触が髪越しに一瞬で麻里奈に届く。

「……」

　真人に対して腹を立てているというのに、不覚にも一瞬ふんわりと温かい気持ちが胸を過ぎってしまった。麻里奈は慌ててそれを打ち消し、黙って俯く。

「とにかく、一度落ち着いて。別の仕事で気分転換をしろ。いいな？」

「……」

「今日は残業しないで帰れ。いいな？」

　真人は麻里奈にそう言い聞かせると、荷物を持って所長室を出て行った。

　壁に掛けてあるホワイトボードを見ると、「外回り　十八時」とだけ書いてある。どうやら今日は一日中、外に出ているらしい。

「……」

　秘書、なんて言って傍に置いておきながら、いざどこかに外出となると行き場所も教えてくれない。一体何の為の秘書なのか。それとも、麻里奈の働きぶりを見てまだ信用できないとでも感じたのか。先程だって、「冷静になれ」と諭していたし。

　――どうせ、汐里さんみたいにデキる女じゃないわよ。

　麻里奈の口から、無意識にそんな言葉が飛び出す。

　汐里と比べたってどうにもならないし、叶いっこないことくらいわかっていた。

　向こうは同性から見ても憧れるような美人で、頭も良くて、しかも女だてらに検事だ。それに引き換え麻里奈は、自分に自信が持てないまま大人になってしまった、冴えない子。法曹界に少しは携わっているものの、あくまで補助的役割の、パラリーガル。いうなれば、誰でも就ける職業だ。しかも、上司にさえも信用してもらっていないような仕事ぶり。志宇の下で働いていた時は重宝されてきたけれど、それは志宇がかなりの高齢だったからで――若い真人には、麻里奈の働きぶりだと物足りないのかもしれない。

「……」

　考えれば考えるほど、気分が落ち込んでいく。

「あれ、河合ちゃんどうしたの。何か負のオーラが全身から漂ってるよ？」

　そんな麻里奈を見かけた佐和が、驚いた表情でそう尋ねる。

「……別に、何でも」

「生きていれば気分が乗らない時だってあるわよ。こういう時は早めに仕事を上がって、飲みに行くのが一番！」

「いいなあ、佐和さん。私も佐和さんみたいに前向きに生きたい」

「若いのに、何言ってんのよ。生きたい、じゃなくて生きるのよ。そうだ、合コンとか行ってみれば？　たまには同世代の男の子とかと飲んだりすると、また気分も変わるわよ」

　何ならうちの社会人の息子、手配しようか？　――と、相変わらず自分の息子を推してくる佐和だったが、そんな半ば冗談のような話も、今の麻里奈には救いにはなる。

「それはまたの機会に。ありがとう、佐和さん。ちょっと元気になった」

「そう？　なら良かった。河合ちゃん、所長が赴任してから何か少し様子がおかしかったから、気になってはいたのよ。何かあったら何でも話しなさいよ」

　そう言いながら、とっておきの高級紅茶を淹れてくれた佐和に、麻里奈は心から感謝をした。残念ながら、麻里奈には気軽に飲みに行けるような男友達はいないけれど、確かにたまには買い物なりなんなり、寄り道するのもいいかもしれない。

「今日は、帰りにどっか寄って帰ることにします」

「そうそう、それよ。職場と家の往復だけの毎日なんてつまらないでしょ！」

「そうだよね。お給料出たばかりだし、たまには贅沢しよ」

　麻里奈は佐和の淹れてくれた紅茶を一気に飲み干すと、気持ちも新たに仕事を始めた。

　悔しいけれど、その日は真人が言う通り例の事件関係には一切触れないようにして。麻里奈は小さなため息をつくと、とりあえず定時までは自分の仕事に没頭したのだった。







　――その日の、二十時過ぎ。

　今日は予告通り定時に仕事を上がり一人買い物を楽しんでいた麻里奈だったが、いざ帰ろうとしたところで、愛用の小物ポーチを事務所に置き忘れたことに気が付いた。

　その中には小物をいつも入れるようにしていて、家の鍵もそこにいれている。どうやら会社を出る前にデスクの上で鞄の整理をした際に、入れ忘れてしまったらしい。

「ああ、もう。何やってるんだかなあ……」

　せっかく楽しい時間を過ごした気分のまま、家に帰りたかったのに。

　しかし、家の鍵がなければ中には入れない。麻里奈は急いで事務所へ戻り、扉を開けようとするも――事務所にはまだ鍵がかかっていないことに気が付いた。佐和は当然帰っている時間だし、いるとなると、志宇、もしくは――

「所長……？」

　麻里奈はゆっくりとドアを開けて、中に入る。

　事務所のフロア全体の照明はついていないものの、所長室の明かりは、下ろされているブラインドの隙間から見えた。

　志宇ならば、あまり「節電」という概念はなく寧ろ色々な場所の電気をつけっぱなしにしては忘れてしまうようなところがあったので、こんな風に所長室だけ明かりがついていての在室となると――恐らく中にいるのは真人だろう。十八時戻りの後、まだ仕事をしているらしい。

「……」

　どうしよう。一応声、かけたほうがいいのかな。

　麻里奈自身は忘れ物を取りに来ただけだけれど、別室に真人がいて仕事をしているというのに、何も言わずこそこそと帰るのはどうなのだろう。

　もしもこれが――汐里だったら。きっと気軽に声をかけて、軽口を叩いて帰るのだろう。

　そう、きっと。

「……やだ、私なんで汐里さんとまた比べてるんだろう」

　汐里の事は憧れているし好きなのに、何だか今日は事あるごとに汐里と自分を比べてしまう。比べ物になんて、ならないのに。

「……」

　――やっぱり、何も言わないで帰ろう。

　麻里奈は真人に気付かれないようにそっと小物入れをデスクからとると、再び扉へと歩き出す。しかし、

「……挨拶もなしに帰る気？」

「！　所長、気づいてたんですか」

「入ってくる時に〝所長〟って言っただろ。声、丸聞こえ」

　どうやら麻里奈が事務所にやってきたことに気付いていたらしい。真人がそう言って、所長室のドアを開けたまま入り口に向かおうとしていた麻里奈に声をかける。そんな真人は、珍しくフチなし眼鏡をかけていた。

「……目、悪かったんですか？」

　なんか、モデルさんみたい――とは口に出さなかったが、普段とは少し違う装いの真人に、麻里奈の胸が多少なりとも反応して鼓動を早くする。

　少し襟元を着崩したシャツも、少し毛先が乱れた髪も。どれもこれもが目を惹く。

「まあな。いつもはコンタクトなんだけど、今日は目が乾いて仕方ない。それより――こんな時間にどうした」

「あ、その……忘れ物をしてしまって。それを取りに」

「ふーん。ドンくせえの」

　ただ、どんなに目を惹くイケメンでも、こうして顔と顔を合わせると意地が悪いのは相変わらず。多少はムッとするも、ドンくさいのはその通りなので麻里奈はぐっと詰まる。

　やはり長居は無用だ。

「……それじゃ失礼します」

　麻里奈は真人に一礼をして、さっさと事務所から出て行こうとした。ところが、

「悪いけど、コーヒー淹れて。俺、手が離せないから」

「え!?」

「こっち持ってきて」

　真人は麻里奈に一方的にそう言い放つと、さっさと自分は所長室に戻ってしまった。

　相手の都合を考えない、相変わらずの勝手ぶり。ここまでくると嫌がらせだ。

　――ああ、もう何なの！

　麻里奈は真人の態度に腹を立てるも、そもそも忘れ物をしなければこんなことにならなかったと、自己嫌悪だ。

　今後は絶対に忘れ物なんてしないんだから。心にそう誓いつつ、仕方なく真人に言われた通りにコーヒーを淹れて所長室へと持っていく。

「そこ、置いといて」

　麻里奈が所長室に入ると、真人はコーヒーを応接セットのテーブルに置くように指示をする。机の上は、書類の束が乱雑に置かれていてカップを置く隙間もない。

「……新しい案件ですか？」

「いや。ただ、知識として頭に入れておかなくてはいけないことではある」

　真人は言葉少なく、麻里奈に説明をする。勿論目線は読んでいる書類に落としたままだし、麻里奈の顔を見ようともしない。

「……それじゃあ、私はこれで」

　言われた通りコーヒーも置いたし、それに見た感じ手伝えることはなさそうだ。麻里奈は再び一礼をして所長室から出て行こうとするも、

「……で？　気分転換はできたのか」

「えっ？」

「こんな時間に会社に忘れ物を取りに来るってことは、今までどこかに行っていたってことだろ？」

　真人は書類を目で追いながら麻里奈にそう質問をした。

「はい。久しぶりに仕事帰りに買い物を」

「一人で？」

「……まあ、そうです」

「中々寂しいな」

　が、気を使ってそんな質問をしてきたのかと思いきや、やはり最後は失礼な一言。麻里奈はついカッとなって言い返す。

「買い物は一人が一番気楽でいいんです！　別に友達がいないわけでもないし！」

「へえ」

　実際、友達はそれなりにいるし、時々は会っている。だから何かを一緒にする友達がいないわけでもない。でも時には一人で気分転換に買い物をするのだって楽しい。

　それなのに、そういう考えを「寂しい」とぶった切られるのは何だか釈然としない麻里奈だ。

　なので、ついつい真人に反発してしまう。

「私が誰と、どこで何をしようが所長には関係ないでしょ！　一人の買い物、楽しかったからそれでいいんです！」

「ふーん、いいんじゃないか？　楽しいなら」

「くっ……わ、私にだってちゃんといます！　一緒に買い物行ったり、ご飯食べに行ったりしてくれる人くらい！」

「へえ？」

　何だか麻里奈が熱くなればなるほど、真人はそれを面白可笑しそうな表情で見つめているような気がした。

　恐らく麻里奈が怒っている様を見て楽しんでいるのだろう。どれだけ性悪なの、と麻里奈は腹を立てる。

　メッセージでやり取りをしている時には穏やかだし、こんな風にわざわざ人を怒らせるような態度なんて取らないのに、ますます真人がわからなくなる。

「女性だけじゃなくて、男性だっているんだから！　いつでも行けるんですよ、私だって！」

　本当は、男友達はほぼゼロ。「いつでも行ける」と言った時に思い浮かべたのは、いつも冗談で佐和が勧めてくれる息子さんのこと。真相は実に悲しいところだけれど、真人に見栄を張るには十分だとは思う。

「そんなに所長が言うなら、今からその人と会って一緒に過ごしますから！」

　――明らかな嘘だった。でも、引っ込みがつかなくなった麻里奈は、真人にそう言い放って所長室を出ようとドアノブに手をかけた。

　ところが、そんな麻里奈がドアノブを掴んでいる手を、いつの間にか席を立っていた真人が急に強く掴んだ。

　え？　麻里奈が一瞬驚いた表情をするも、そんな麻里奈をお構いなしに真人は麻里奈の手をドアノブから引きはがし、強く引く。

「しょ、所長？」

　一体何だろう。麻里奈は真人と掴まれた手首と交互に見つめる。すると真人は、

「誰？」

　言葉短く、そう麻里奈に尋ねる。

「誰って……？」

「この手を離せば、そいつの所に行くんだろ？　なら離さない」

　真人は麻里奈に短くそう言い放つと、麻里奈の手を強く引き、そのまま傍の応接ソファに引き倒す。

「きゃっ……」

　訳も分からずソファに身体を投げ出され、麻里奈は動揺していた。

　慌てて起き上がろうとするも、何故か真人がそんな麻里奈をソファへそのまま押し付けるよう、上から押さえつける。

　麻里奈はあっという間に、真人にソファに押し倒されてしまった。

　麻里奈は両手首を抑えられたまま、仰向けで真人の顔を見上げた。

　真人は、何故か少しムッとしたような表情で麻里奈を見下ろしている。この状況で腹を立てたいのは寧ろ麻里奈の方なのに――そう思って真人の手を外そうとしても、それは叶わない。

「離してください！」

「嫌だね」

「どうしてですか？　どうして、こんな意地悪するの？　そんなに私の事、嫌いなんですか……あの時からずっと」

「……」

　麻里奈の問いに、真人は答えない。

「それならいっそのこと、放っておいてください！　私が誰と、何をしようと所長には……」

　関係ないでしょう！　麻里奈は押さえつけられた手を振り払おうと力を込めながら、そう叫ぼうとした。ところがそれは叶わない。何故なら――そんな麻里奈の唇は真人によって塞がれてしまったから。

　――え？　何。何が起こっているの？

「っ……」

　すぐには、自分に何が起きているのか麻里奈は理解をすることが出来なかった。でも、何度も押し付けられ、そして徐々に舌を絡めるような深い口づけをされている内にようやく今の状況を理解する。

「やっ……」

　ほんの少し真人が離れた隙に、麻里奈は小さく叫ぶ。しかしその声さえもすぐに、再び唇を塞がれることでかき消された。

　ではせめて、と押さえつけられている手を払って真人の身体を押し返そうとするも、逆に力を込められてしまいそれも叶わない。

　――どうして？

　――何で？

　――何で所長はこんな事？

　混乱する頭で考えようとしても、全く答えが見つからない。

　麻里奈にとってはこれが初めてのキスだった。だからこそ、いつかは誰かとするであろうキスに対して、密かに憧れのシチュエーションなどを考えたこともある。

　それが、こんな風に急に、しかも相手が――真人になるなんて。

　意地悪でからかわれているついでに初めてを奪われるなんて、酷い。

　そんなことを思うと、自然に麻里奈の瞳から大粒の涙が零れ落ちて頬を伝う。

　すると、そんな麻里奈の涙に気が付いた真人がようやくそっと離れた。そして、涙で頬を濡らした麻里奈のその頬を、先ほどまで力強く掴んでいた手でそっと覆う。

「どうして意地悪するの……嫌いなくせに。私の事、昔からずっと嫌いだから、こんなことまでするの？」

「……」

「それとも、女性ならば誰でもいいの……？」

　麻里奈は、じっと自分を見つめる真人に涙交じりの声で問いかける。

　真人はそれに対してすぐには答えず、じっとそんな麻里奈を見つめていた。何か、言葉を探しているように見えた。

　言い訳でも考えているのか、それとも次にどんな意地悪なことを言おうかと思っているのか。真人の今の表情からは、彼の気持ちがわからない。

　残念ながら、男性経験がない麻里奈には、それを読み取るスキルは備わっていないのだ。

　と、揺れる瞳でじっと見つめる麻里奈に対し、ようやく真人が口を開いた。

「誰とでもではないよ」

「え……？」

「誰とでもは、しない」

　真人は、麻里奈の問いに全ては答えてくれない。

　その代わり、頬に触れる手で優しく麻里奈の顔を撫でる。ビクンと麻里奈が身を竦めると、

「俺以外に、誰が麻里奈の心の中にいるのか……それを考えると気が狂いそうになる」

「っ……」

「他の男の話を、俺の前でするな」

　真人はそれだけ呟くと、再び麻里奈の唇を奪う。そして、片手で麻里奈の両手首を頭の上側で抑えると――もう片方の手を麻里奈の胸元に滑り込ませた。

　麻里奈のブラウスのボタンをあっという間に外した真人は、唇は麻里奈と重ね合わせたまま露になった白い肌へと指を滑らす。

「や、やめて……」

　麻里奈は必死に身を捩るも、真人に手を押さえられているので上手く身体を動かせない。そればかりか、力強く押さえる手の力とは裏腹に、まるで羽根で触れているかのように優しい指が麻里奈の肌を滑る。

　指はやがて首筋から鎖骨、そして形よくブラジャーの中に収まっている、二つの乳丘の上部へとたどり着いた。真人は、麻里奈を唇で翻弄しながらブラジャーをぐっと上に捲り上げる。そして、ぶるんと揺れながら現れた膨らみをそっと掌で覆う。

「んっ……」

　初めて他人に触れられ、そのくすぐったさに麻里奈が小さく声を洩らす。思わず身体に力を入れると、

「力、抜けよ」

　真人が麻里奈の耳元に囁いた。そしてそのまま耳から頬、首筋と唇と舌を這わせていき、露わになった二つの緩やかな乳丘へとたどり着く。

「や、やめて……私、こういうの」

　――初めてだから。恥ずかしいけれど、それは事実。

　またそれをからかわれるかもしれないと思ったが、それでも真人が離れてくれるならと麻里奈は正直に呟く。すると、

「……そうか」

　予想外に真人の言葉はそれだけだった。当然、その後も麻里奈に触れることをやめてはくれない。寧ろ、先程よりももっと執拗に、もっと甘く麻里奈を求めてくる。

　真人の大きな掌で包み込まれる片方の乳房が、ゆっくりとその手の動きに合わせて歪められては、元に戻る。そしてもう片方に舌を這わせる真人は、その中央で徐々に堅さを増してきている小さな蕾へとたどり着いた。そっと舌で触れたかと思うと、わざと歯を少し立て口に含む。そして舌で執拗に転がしていく。

「あんっ……やあっ……」

　舌先で弄ばれているだけなのに、まるで全身、つま先から頭の先まで突き抜けるような甘い刺激が麻里奈を急激に襲う。麻里奈は思わず身体を弓なりに跳ね上がらせた。

「麻里奈はここが気に入ったみたいだな」

　そんな麻里奈に、真人が先程とは一転、意地の悪い笑みを浮かべながら囁いた。

　その言葉に麻里奈がサっと頬を赤らめると、真人はそれでやめるどころか更に舌の動きを早くする。そして弾力を楽しんでいたもう片方の乳房の中央にある、淡いピンク色の蕾を指先でクイッと摘まんだり、爪先で軽くひっかいたりして刺激を与える。

「ふあっ……だめえっいやあっ……」

「嫌？　そうかな、そうには見えないな」

　そう言った真人は、今度は両方とも指で軽く摘まみ上げては放し、そして指の腹や爪で刺激を続ける。先程よりも刺激が強く、ダイレクトに麻里奈の全身に伝わっていた。いつの間にか身体中――いや身体の奥が疼くような、これまで経験したことのない「熱さ」を感じるようになる。

　頭がボーっとして、自然にうねる様に身体も動く。

　怖い、恥ずかしいという思いが強かったはずなのに、いつの間にかもっと強く、もっと激しく触れて欲しいとねだるような気分にすらなる。

　――そんな麻里奈の変化に気付いたのだろうか。真人がそれまで執拗に触れていた指をそっと離す。

「あ……」

　まだ、もう少し――そうとでも言いたげに見えたのだろうか。切なそうに真人を見つめる麻里奈に、真人は再びキスを落とす。そして今度は手を強引に押さえつけるのではなく、麻里奈の身体を抱き起こしてぎゅっと強く抱きしめると、再びキスをしながら今度は麻里奈のスカートから覗く白く張りのある太腿へと手を滑らせ始めた。

　スカートの下にするりと滑り込んだ手は、あっという間に付け根のあたりまでたどり着く。そして、先ほどまでの愛撫で十分に熱を持った、まだ他人には触れられたことのない場所へと触れ――ようと指で下着の端を触れた瞬間だった。

「！」

「きゃっ……」

　――なんと、デスクの上に置いてあった真人のスマホが、急にコールしたのだ。

　しかも、コールは切れることなく続いている。五回ほどコールして一度鳴りやんだものの、また再びなり始める。留守番電話にメッセージを残すよりも、恐らく真人と直接話したいのだろう。ということは、急ぎの用事かもしれない。

「……出て下さい」

「……すまない」

　二人はそっと離れ、真人はため息をつきながらスマホを手にした。

　麻里奈はそんな真人に背を向けるようにして、捲り上がったブラジャーを整え、はだけたブラウスを直す。

「……はい。ああ、その節はどうも。はい、必要ですね。ええ、じゃあ今から送ってもらえますか」

　電話に出た真人は、話しながら何やら雑然としている書類の中から何かを探し、それを見ながら話している。仕事に関係する、何か重要な内容なのだろう。これから何かデータが送られてくるようだし、麻里奈とこんな――この続きをしている時間などないだろう。

「……私、帰ります」

　麻里奈は真人が電話を終えるのと同時に、ソファから立ち上がる。そして、真人の顔を見ないまま、所長室を飛び出した。

「麻里奈！」

　真人がそんな麻里奈を追いかけ部屋の入り口まで出てくるも、そのタイミングで今度はパソコンメールの着信音が鳴る。どうやら電話の主が、早々に何かのデータを送ってきたらしい。

　麻里奈の事は気になるも、こちらの案件も真人にとっては重要なものだった。

　真人は小さなため息を吐くと、再び所長室に入りパソコンを開く。そして、電話の主から送られたデータをプリントアウトし、それと睨めっこを始めたのだった。







　麻里奈はとにかく早く家に帰りたくて、今日に限り大奮発、駅からタクシーを利用してアパートまで帰った。そして部屋に入るなり電気もつけずに、ベッドの上に身を投げ出す。

　――一体、何が起こったのだろう。

　あれから少し時間が経ったにもかかわらず、まだ酷く心が乱れていた。

　真人にあんなことをされたのも驚いたし、それを受け入れてしまった自分に対しても驚いていた。

　いつもの、意地悪かと思っていた。

　からかわれて、意地悪されて。困ったり怒ったりする麻里奈の反応を見て真人は楽しんでいるのだと。そう思っていた。それなのに。

「俺以外に、誰が麻里奈の心の中にいるのか……それを考えると気が狂いそうになる」

　――そんなことを言われたら、心の中がかき乱されてしまう。

　昔、あれだけ酷いことを言って振ったくせに？

　普段から、何かにつけてからかって意地悪をするくせに？

　それなのに、それなのにどうして――こんな事を言うの？

　真人の心が本当はどこにあるのか。麻里奈には全く分からない。

　ああいうことは、普通、好きな人とするものじゃ――恋愛経験の乏しい麻里奈にしてみればそういう感覚だが、真人のような恋愛に困らなさそうなタイプだと感覚が違うのだろうか。

　でも、先日汐里は真人の事を女性と遊ぶようなタイプでもないと言っていた。だとしたら、中途半端な気持ちでそういうことをするタイプでもないという事だ。

　とはいっても、麻里奈の頭の中には中学生の頃にこっぴどく真人に突き放された記憶が根強く残っている。あれだけ拒絶した相手を、いくら時間が経ったからと言って見方を変えたりするだろうか。そもそも、ブスって――だったらやっぱり気まぐれ？　あんなことを言っていたけれど、別にこういうことに抵抗がない人だってことか。

「……」

　――思い切って、汐里に相談してみようか。

　ベッドで何度も寝返りを打ちながら、麻里奈はそんなことも考える。

　汐里と真人の間には何か秘密があるようだし、それに汐里は男性経験もそれなりにあるようだった。だから何か的確なアドバイスをしてくれるかもしれない。

　麻里奈は汐里へメッセージを送ろうとするも、ふと思い留まる。

　なぜかわからないけれど、躊躇してしまった。

　汐里の事は好きだし、今後も良い友達でいられるような気がする。

　でも、真人との事を相談するのには何故か、気が引けた。

　張り合っているわけではないけれど、真人の事を考えると何故か無意識のうちに張り合ってしまう。

「自分で解決するしかないのかな……」

　麻里奈はため息をつきながらスマホの画面をそっと伏せる。と、

「もう、家？」

　画面にフッとメッセージ通知が表示された。

　真人からだった。麻里奈の胸が再び大きく鼓動して、動きを速めていく。

「はい」

　麻里奈は、言葉少なく返信を返す。

　真人からは既読通知は表示されているも、そこから五分ほどしてもメッセージが返ってこない。

　帰宅確認だけしたかったのか、それともその次に何を話そうか迷っているのか。

　恐らく後者だとは思う。でもそれは麻里奈も同じだった。

　それでも、気になる。麻里奈は少し考えて、真人に自分から質問を送る。

「どうしてあんなことを？」

　直球過ぎるかな、とは思ったけれど、知りたいのはこれだけだ。

　麻里奈はメッセージを送ったあと、真人からの返信をただただ待つ。

　すると数分ほどして、真人から返信が来た。

「本気だから」

　返信は、たった五文字。それ以降は、どれだけ待ってもメッセージは送られてこなかった。

　さすがにそれから一時間たっても変化はないので、麻里奈はスマホを充電器において再びベッドに寝転がる。

　――本気だから、っていうのは何に対しての本気なのだろう。

「誰とでもしない」という事を本気で言ったという事？

「麻里奈が他の男の事を思っていると気が狂う」と言ったことが本気だったという事？

　それとも――？

「……」

　まさか、酷い振り方をした相手を本気で好きになったとか？

「ないな……ない、ない」

　最後に浮かんだ考えを、麻里奈はすぐに打ち消した。そして、

「ああもう、一体何なのよ……明日からどういう顔して所長と会えばいいの」

　今日の事、そして明日からの事。色々考えていたら、間違いなく今夜は眠れなさそうだ。

　まだ少しだけ疼く身体の熱を感じつつ、麻里奈はこれまでやり取りをしていたトーク画面を胸に当てそっと目を閉じたのだった。





＊






　翌朝。

　時折ウトウトはしていたものの、やはりしっかりと眠れないで過ごした麻里奈は、いつもと同じ起床時間に重い身体をベッドから起こす。

　七時。支度を始めないと、いつも乗るバスに乗り遅れてしまうぎりぎりの時間だ。

「……」

　正直、出勤するのは気が重かった。

　社会人たるもの、職場の人間と何かあったからと言って仕事を休むことなかれ。とはいうものの、本当にどんな顔をして真人に会えばよいのかわからない。

　真人と一緒でなければ仕事で外出することもないし、仕事上どうしても真人と関わらなければならない業務も多い。変な反応をすれば佐和も怪しむだろうし、どうしたら。

「あ、マスクで顔を隠せば表情がわからないかなあ……」

　マスク、あったっけ？　麻里奈はパジャマから通勤着に着替えながら、クローゼットの中をごそごそと漁っていた。

　すると、充電器に置いているスマホが不意になりだした。

　コール音だ。もしや真人――と一瞬どきりとするも、画面表示を見ると、「佐々木愛」と出ている。

「愛さん!?」

　もしや何かあったのでは――麻里奈は大急ぎでスマホを取った。すると、

「朝早くすみません。実は、新ちゃんが今日の午後に退院することになったんです」

　電話の向こう側の愛の声は、予想に反して明るかった。

　どうやら現在入院中の恋人・新之助の退院が決まったようだ。その報告の電話だった。

「よかったですね、佐々木さん。でも、油断は禁物ですよ」

　一緒に喜びたい反面、気を引き締めなくてはならない部分もある。麻里奈が一応は警告すると、

「そうですよね。新ちゃん、今回の事は被害届を出さないようにしたみたいで。あの事故以降私にも何の被害もないって話したら、もしかしたら事故を起こして自分のしていることに気が付いたんじゃないかって」

「……」

「もう大丈夫かもしれないけれど、でも万が一のこともあるから、退院したらすぐ一緒に住もうって。入院中から新しい引っ越し先をリサーチしているんです。でも入院中は何も起こらなかったから、もしかしたらストーカーも諦めたかと思ってます」

「それはもう少し様子を見たほうが……あ、退院の時は迎えに行かれるんですか？」

「ええ、その予定なんです。その後はしばらく、私の家で一緒に暮らすことになっていて。新ちゃんも完治したわけじゃないし、私の事も心配だからって。だから午前中の内に、少しだけ部屋の中を片付けようと思っています」

　愛はそう言って、「一応ご報告です」と電話を切ろうとした。そんな愛に麻里奈は「待って」と声をかける。

「……あの、良かったら私、荷物整理手伝いましょうか？」

「え？」

「あっ変な意味じゃなくて！　横尾さんはまだ病院にいらっしゃるから問題ないと思うんですけど、佐々木さんは……横尾さんがアパートに来ればそれ以降二人暮らしですよね？　もしも私がストーカーだったら、そうなる直前の最後のチャンスに、何か仕掛けるかもなって、思ったんです」

　麻里奈は必死で愛に説明をする。

　そう、確かに麻里奈が考えているようなことが起こりえる可能性もある。

　でもそれはもちろん気にしつつも、実際はこのまま事務所に出勤するのは気が重いから、それを避けられるならなんでもする。そう言ったところだ。しかし愛はそんな麻里奈の本心になど気づくはずもなく、麻里奈の申し出を言葉通りに受け取ったようだった。

「それじゃあ、お言葉に甘えても良いですか？」

「もちろんです。では九時頃にはアパートに伺いますので」

「はい」

　嬉しそうな愛の声に若干後ろめたい気持ちがある麻里奈だったが、真人と顔を合わせることに比べればそれくらいどうってことはない。

　麻里奈はまずは佐和に電話で連絡をした。そして真人にも――直接話すのはどうしても気が引けたので、「横尾さんが本日の午後退院します。佐々木さんに用があるので、今朝はこのままご自宅に直行し、午後に事務所に戻ります」とだけメッセージを送った。

　昨日の今日だから、そんなメッセージを送れば何か思うかもしれない。麻里奈は少し悩んだものの、スマホの電源を落としてバッグにしまう。そして少しだけ心苦しく思うも、「これも大切な仕事の一貫だわ」と自分に何度も言い聞かせつつ、愛の家へと向かったのだった。







　予定通り午前九時を少し過ぎた頃に愛の家に到着した麻里奈は、既に荷物整理を始めていた愛にならい、かごや箱に言われた通りの荷物を収納する。

「手伝っていただいて助かります。私、結構荷物が多くて」

　愛が恥ずかしそうに笑っていた。

　確かにワンルームの部屋にしては荷物が多めかもしれないけれど、一人暮らしの女子は何かと入り用なのだ。麻里奈の部屋も、若干そうなりつつある――と、人のふり見て我が振りを直すような感じで、麻里奈も作業を進めている。二人で一時間ほど作業を続けたところで、荷物整理は終了した。

「本当にありがとうございます。今、お茶を淹れますね」

　愛がそう言って、台所へと立った。

　麻里奈はだいぶ片付いた部屋で一息つきながら改めて部屋の中を見回した。

　部屋の中には一般的な家電と寝具、そして本が並べてあるローチェストが置かれている。傍に雑然と置かれていた大量のぬいぐるみやクローゼットに入りきれない衣服については不要なものはごみ袋に入れてベランダに出し、入るものだけをケースに入れて分類した。

　なので、床には今後愛と新之助が利用するであろう二つだけのクッションと、二人の写真が飾ってある写真立て、それに――

「へえ、ちゃんとお互いの勤務日とか分かるようにしているんですね」

　その隣には、予定が色ペンやシールで彩られた卓上カレンダーが置かれていた。

　愛の予定は赤、新之助の予定は青で書かれているのだろう。

　確か二人とも不定期休みの不規則な仕事をしているようだから、こうやってお互いの予定を可視化することで、すれ違いの時間を無くそうと努力しているのかもしれない。

「えらいなあ、佐々木さんたちは。一緒に住んでいない分、色々努力しているんですね」

　愛がお茶を運んできたタイミングで、麻里奈はカレンダーを手にしながら呟く。

「偉くなんかないですよ」

　愛は恥ずかしそうに頬を赤らめながらそういうも、

「学生時代だったら、学校に行けば何かしら会えたりするけど、社会人になって出会うと、会社も違うし生活スタイルも違うでしょう？　だからこうでもしないとお互いの予定ってわからなくて。そうじゃないですか？」

　愛はそう言って麻里奈にお茶を勧める。

　そうですよね、と答えたいところだが、何せ恋愛経験の乏しい麻里奈にはそのあたりが良く分からない。なので「ええ」と適当に話を合わせつつ、お茶を飲みながら再びカレンダーへ目を落とす。

　愛の予定は赤。基本的に三勤一休のシフトで働いてはいるようだけれど、シフトに入る時間がバラバラなのか、それぞれの枠に時間が細かく記入されている。

　それに対し、青の新之助の予定は、特徴的だった。一週間連続で線が引いてあると思えば、翌週は真ん中あたりに二日ほど線が。またその翌週は、数日間長い青線。随分と不思議な勤務体系だ。

「ああ、新ちゃんの予定ですか？　それ、出張の日付なんですよ」

　不思議そうな顔でカレンダーを見つめる麻里奈に、愛がすかさず説明をする。

　新之助は不動産系の営業の仕事をしているらしく、基本的に水曜日と日曜は休み。最近では会社自体が営業に力を入れているようで、遠方に出張することも多いのだとか。

「ああ、それでこんな形で出張が」

　愛の説明に、麻里奈はようやく納得した。が、

「……でも、この形どこかで見たような……」

　そのカレンダーの青い線を見つめている内、麻里奈は妙な既視感に襲われた。

　一体この形、どこでみたんだっけ？　まるで、大きな「Ｚ」の形を描いているような、この形――麻里奈は少し考えた後、はっと息をのむ。そして大切なことを思い出したのだった。










第四章











　その一方で。真人は事務所――ではなく、実は朝からコンビニにやってきていた。

　別に、買い物目当てではない。ここは佐々木愛と、その愛を狙っているかもしれない男が勤めている職場のコンビニだ。

　真人は麻里奈には「冷静になれ」「あまり深入りするな」とは言っていたものの、麻里奈のように感情的に物事を進めるのではなく、あくまで論理的にこの事件を見つめ、必要な行動を起こしていた。真人はコンビニの店主にも事情を話し、無断欠勤している男性と連絡が取れたら教えて欲しいと頼んでいた。そうしたところ、早朝六時頃その店主から連絡があり、謝罪の為に本人が店にやってくると教えてもらったのだ。なので、何とか自分が行くまではそこで足止めしてもらえるよう頼み、こうして件のコンビニまで来たのである。

　まだ客がまばらな早朝のコンビニ。真人が店内に入ると、待ち構えていたらしい店主が、すぐに奥の事務室から出てきた。真人はその店主と一緒に事務室へ入る。するとそこには、三十前後のラフな格好の男性が少しうなだれて椅子に座っていた。

「弁護士さん、こちらが足立君です。足立あだち健けん」

「足立です……困ったな、仕事を無断欠勤するだけで弁護士呼ばれちまうのかよ……」

　真人がやってきたのが、自分の無断欠勤に対する何らかの対応だと思い込んでいるのだろう。健はがっくりと頭をうなだれていた。

　襟元と袖がヨレヨレのパーカーに、年季の入ったジーンズ。寝癖の残る髪に薄汚れたノーブランドのスニーカーを見れば、健があまり身嗜みに気をかけない人物なのだというのがすぐにわかる。そして少し傍に寄っただけでもタバコ特有の甘い香りがした。きっと彼はヘビースモーカーなのだろう。

　彼はヘビースモーカーなのか――真人は少し思う所があるも、まずは名刺を取り出し、

「弁護士の小松です。最初に言っておきますが、別にあなたの無断欠勤に対して何か咎める為に今日ここに来たわけではありません」

「！　何だ、そうなの!?　あー、心配して損したよ」

「……ですが、店側があなたの無断欠勤により損害を受けたと考えているならば、貴方に対して何らかの措置を講じることもあるでしょう。その時はまた別ですが」

「ええっ!?」

　一瞬調子の良い一面を見せるも、あくまで冷静沈着な真人の一言に再び落ち込む様子の健。そんな健に対し、店主が「ほら、悪いと思っているなら弁護士さんにちゃんと話せ」と促す。健は「はい」と返事をすると、真人に話し始める。

「いや、実は俺ー、その……捕まっちまって」

「捕まる？　というと？」

「数日前の夜勤明けの帰り道に、道端で人と肩がぶつかっちまってさ。謝ってんのに相手の態度がめちゃ悪くて、頭にきてつい」

「暴力をふるったと」

「はい……。で、すぐに警察を呼ばれてそのまま。一日留置所に拘留されちまって。迎えに来た家族にはこっぴどく叱られるわ、店長には世話になってるのにこんなことになっちまってなんて言い訳していいか分からなくて、ついつい欠勤を……」

　三十近いのに情けない。健はがっくりとうなだれている。

「全く、この馬鹿！」

　店長も、再び話を聞いて腹が立ったのか、健の頭を素手で叩く。ここで十年以上勤務している健は、店長にとっては子供みたいなものだったようで、「無断欠勤」を怒っているのではなく「傷害事件を起こして留置所に入れられた」その行為自体が情けないのだろう。

「留置所に入っていたのはいつからいつですか？」

　ただ、そんな疑似親子のやり取りは真人にはあまり興味がなかったし正直どうでも良かった。それよりも、

「足立さん、留置所の場所と、そこにいた日時を正確に教えてください」

「え？　えーと……」

　健が真人の質問に正確に答えた。真人はそれを手帳に書き留める。そして、

「最後に一つ。正直に答えてください。足立さんは、佐々木愛さんをどう思っていますか？」

「愛ちゃん？　そりゃあ昔告白して振られたことはあるし、顔は好みだから今でもちょっと好きだけど、別にそれ以上はなにも……」

「嫌がらせやストーカー行為はしていないと」

「あ、あたりまえだろ！　愛ちゃんとは仕事も一緒だし、仲間なんだから。愛ちゃんが嫌がるようなことはしないよ！　それにそんなことしようものなら、愛ちゃんの彼氏に何をされるか」

「横尾さんのことですか？」

「名前はよく知らないけど。一回だけ、愛ちゃんとシフトが少し被った時、休憩時間に店の裏で愛ちゃんと話してたんだよ。そうしたら、愛ちゃんを迎えに来たその彼氏がさ、いきなり絡んできて。なんていうかな、すごく威圧的っていうか。愛ちゃんを自分の所有物のように思っているっていうか。まあ、愛ちゃんがそう言うのを嫌がらないタイプなのかもしれないから、特に問題は起きてないみたいだけど……」

「……わかりました。ありがとうございます」

「ああ、俺とうとうここもクビかあ……今の時代、パソコンが出来ないと再就職って難しいんだろ？　俺、そういうの全然だめだし、困ったなあ。そっちはそっちで話をする前に、店長、たばこ吸ってもいい？」

「お前は全然反省してないじゃないか！　こんな時ぐらいタバコやめろよ」

「無理無理。タバコのない生活なんて考えられないし、体に染みついてるんだよ」

　健はそんなことを言いながら、ポケットからタバコの箱を取り出すも、すぐに店長に取り上げられていた。

　真人はそんな様子を横目に、健と、そして店長に礼を言ってコンビを出る。

　健の今後は店長の判断次第なので、そこは真人が口を出すところではない。真人が考えなければいけないのは、今入手した情報の真偽と集まっている全ての状況から答えを導き出すこと。

　まず真人は、汐里に電話をする。

「はあ!?　今何時だと思ってんの！　小松の声で叩き起こされるなんて最低なんですけど。せめて河合ちゃんにしてよ」

「何で麻里奈がお前を起こすんだよ」

「はいはい。で？　こんな朝っぱらから電話してくるなんて、どうせまた頼み事でしょ？」

「話が早いな。至急、確認してほしいことがある。言うぞ」

　真人は先ほどメモした内容を汐里に伝える。そして汐里からの折り返しを待った。

　汐里からはものの十分で折り返しが来た。どうやら先ほど健が話していたことは事実のようだ。そしてもう一つ、汐里が真人に情報を与える。それは横尾新之助が今回の件に関しては特に被害届を出さず、今回の事はただの事故だった、と処理されたという事だった。

「三枝、ありがとう。この礼は必ず」

「そうよ、絶対にいい男を紹介し……ちょっと！　まだ話……」

　真人は汐里の言葉を全て聞く前に一方的に電話を切る。

　そして――頭の中では今回の依頼について集まった全ての情報を精査する。

　――今回の事、もしかして。

　真人の頭の中で、ようやくその真相がハッキリと見えはじめた。

　まずはこの仮説の真偽を確かめなくては。麻里奈を伴って愛の自宅へ行くため、事務所に連絡をしようとスマホを手にした真人は、画面に表示された新着通知に気がついた。

　相手は麻里奈だ。

「……」

　昨夜の事もあるので少しだけ緊張してメッセージを開いた真人だったが、その内容にハッとする。

　現在、午前九時少し前。メッセージは真人が汐里と話をしている最中に送られてきたものだった。

　真人は急いで麻里奈に電話をする。が、電源を切っているようで繋がらない。真人は次に事務所に電話した。そして佐和に、自分もこれから佐々木愛の所に向かうが、それまでに何とかして麻里奈と連絡を取ってほしいと頼む。

　麻里奈のメッセージによると、今日の午後に新之助が退院するために愛が病院に向かうという。となると、恐らくその前に――そう考えた真人は、すぐに大通りに出てタクシーを拾うと、愛のアパートに向かったのだった。







「どうしたんですか？　カレンダーを見つめて……」

「え？　あ、いえ……」

　その頃、愛のアパートでは。相変わらず麻里奈はカレンダーをじっと見つめて何とか思い出そうとするも、思い出せないでいた。すると、

「あ、そうだ。来月のシフトがもう出たんだった。手帳にも書いておかなくちゃ」

　愛はそう言って、持ち歩いている手帳を取り出しテーブルの上に広げる。その際、バサ、と折りたたまれた紙が床に落ちた。

「落ちましたよ」

　麻里奈はそれを拾い愛に渡そうとする――も、その折りたたまれた紙の裏側に薄っすらと見えた形を目にし、ようやく先ほど自分が思い出せなかったものを理解する。

「……あ、それこの間そちらに伺った時に見せたストーカーに遭った日の記録ですね」

　愛が少し表情を歪めながら、麻里奈に応える。

「……もう一度見てもいいですか？」

「ええ。勿論」

　麻里奈は紙を開きカレンダーと見比べる。そしてようやく――あることを確信した。

「あの……私ちょっと外で電話してきて良いですか？」

「もちろんです」

　麻里奈は愛に断り、カバンからスマホを取り出すとすぐに部屋から出た。そして自分が気付いたことを真人に知らせようと、アパートの階段を降りながら電話を掛けようとした――丁度その時。

「きゃっ……」

　階段の下に目をやった瞬間、あまりに驚いて麻里奈は持っていたスマホを落としてしまう。

　何故なら、午後に退院するはずの新之助が、何故か階段の下に立っていたからだ。

　スマホはガロン、ガロンと音を立て数段下の階段板で止まった。

「……弁護士事務所の。今日はどうされたんですか？」

「よ、横尾さんこそ……愛さんからは午後に退院するから迎えに行くって」

「怪我の具合も良いし、それに早く愛に会いたいから自分で退院してきたんです。愛もその方が喜ぶだろうし」

　新之助はいつも通り笑顔を浮かべて麻里奈に話す。

　今までの麻里奈であれば、愛をよく心配している、笑顔の穏やかな人。彼をそう見たかもしれない。でも「ある事」に気付いた今の麻里奈には、そんな彼の笑顔は恐怖でしかなかった。

「……」

　真人にすぐにでも連絡をしたいけれど、スマホは数段の下。さりげなく、自然な流れでそこまで降りて、スマホを拾わないと――。

「横尾さん。私、あなたに聞きたいことがあるんです」

　まずは一段、階段を下りる。麻里奈は新之助に語り掛ける。

「聞きたいこととは？」

　新之助も一段階段をのぼりながら、それにこたえる。

「先ほど愛さんの部屋で、お二人の仕事の予定を記してあるカレンダーを拝見したんです」

　また、一段。麻里奈は慎重に歩を進めながら話す。

「横尾さんは出張も多いんですね」

「ええ、業界的に。今は営業も大変なんですよ」

「――その出張の予定と、愛さんがストーカーに気味の悪いメールを送り付けられている日付が、すべて一致しているんです。ほら、事務所に来た時に愛さんが見せてくれたじゃないですか。ストーカー被害に遭っている日を全てしるしてある紙」

「……」

「それ以外の日は気味の悪い手紙なのに、どうしてメールの日があるのか。それは……あなたが出張をしていて遠方にいるから、手紙を直接置けないからですね？」

「……」

「それに、盗聴器を外したのにまた同じような内容の手紙が送られてくるということは、盗聴器が外された後、まだ誰かが盗聴器を愛さんの部屋に仕掛けているってことですよね。もしかしてそれ、あなたが仕掛けているんじゃないですか？　第三者が勝手に鍵を複製して忍び込むよりも、元々合い鍵を持っているあなたが仕掛けたと考えたほうがスマートです」

　麻里奈はそこで一気に二段下りた。これでしゃがめば、スマホを拾うことが出来る。

　緊張して手が少し震えてきた。麻里奈はぎゅっと震える手を握りしめる。と、

「……で？　そのストーカー行為が俺の仕業だったとして。あんたはどうするつもり？」

　新之助が笑顔一転、刺すような強い視線で麻里奈を睨みつけながら、無表情で階段を一段あがる。

　怖かった。本当は距離を取りたい。でもそうするとスマホから遠ざかってしまう。麻里奈は震える手を再度ぎゅっと握りしめて、新之助に告げる。

「最終的には恋人同士の間でのことですが、でもストーカー行為で愛さんが怯えていたことは事実です。どんな理由があっても、愛さんには自分がしたことは話すべきです！」

「スト―カー行為があったからこそ、困難を乗り越えた俺たちはようやく一緒に住めることになったんだ。今後起こらなければ何の問題もない」

「……もしかして横尾さん、愛さんと一緒に住みたいからこんなことを？　一緒に住むことを渋っていた愛さんを強引に納得させるために、こんな……」

　新之助の言葉に、麻里奈はようやく彼の異常な行動の意味に気が付いた。

　愛は新之助の事を思って一緒に住むことを控えていたはずだ。でも彼は違っていた。

　だから、わざわざ愛を怯えさせるようなことまでして、強引に舵を切った。

　おそらく先日の怪我も。突き落とした「誰か」なんて最初からいなかったのだ。それなのに、あたかも本当に誰かいたように証言し、頃合いを見てそれを撤回し事故に切り替えて。愛の同僚に罪を着せるような発言もして、カモフラージュしていた。

「……愛さんに、ご自分でちゃんと話してください！」

「嫌って言ったら？」

「私が話します！」

　麻里奈はそう叫ぶと、素早くしゃがんでスマホを拾い上げる。

　そして階段を駆け上がりながら真人に電話を掛けようとするも――電源を落としたままだったことに気が付き愕然とする。慌てて電源ボタンを入れるも、当然起動まで時間がかかる。

「行かせるかよ！」

　麻里奈を追って階段を駆け上がってきた新之助に捕まり、スマホを取り上げられてしまった。そして声をあげさせないようにと口を押さえられ、階段の下まで引きずり降ろされそうになる。

　――このままじゃ、何をされるか！

　そう、恋人を傍に置いておきたいが為にストーカー行為や狂言でも階段から落ちて救急搬送させるような男だ。

　考え方がまともじゃない。だとすれば、愛にこの件がばらされない為なら、何をしでかすか。麻里奈は恐怖で身体を竦ませながらも必死に抵抗をする。

　しかし成人男性の力にかなう筈もない。あっという間にアパートの階段の下、歩道からは死角になる位置に連れ込まれた麻里奈は、地面に突き飛ばされる。そして、

「この件については誰にも口外しないと約束しろ。でないと……」

　消えない傷が出来るぜ。新之助は、右手を振り上げて拳を握りしめている。

　――殴られる！

　麻里奈は少しでもダメージを減らそうと、顔と頭を庇うようにして身体を丸める。

　新之助は、そんな麻里奈に対し思い切り拳を振り下ろそうとした。

「っ……」

　麻里奈はぎゅっと身体に力を籠める。そしてしばらくじっとしているも――何故か、いつまで経っても何も起こらない。

　痛みも感じないし、こぶしが振り上げられる気配も感じられない。しかも、

「……離せよ！」

「嫌だね。迷惑防止条例に加え、女性への傷害容疑か。ただで済むと思うなよ」

　近くでそんな声もする。

　麻里奈は閉じていた目をゆっくりと開けた。するとそこには、真人と地域交番の警察官がいた。さっきまで麻里奈に暴力をふるおうとしていた新之助は、警察官に取り押さえられていた。

　新之助は忌々しそうな顔で舌打ちをするも、警官に連れられて行く。

「所長……」

「麻里奈！　大丈夫か？　怪我は!?」

　状況を未だに把握できない麻里奈の身体を、真人が力いっぱい抱きしめる。

　その力強さと温かさでようやく何が起こったのかを冷静に考えられるようになった麻里奈は、

「私、愛さんに……愛さんを守ろうと思って……」

「大丈夫、わかってる」

　真人はそう言って、麻里奈を立たせ階段の上を見るよう指示をする。

　麻里奈が目をやると、そこには他のアパートの住人に交じり、混乱した様子の愛の姿があった。

「ここに向かう途中、彼女には俺が付くまで絶対に、鍵をかけて誰も部屋に入れないように言っておいたんだ。そうしたら麻里奈は部屋の外で今電話をしているっていうし、慌てたよ」

「私、所長に連絡しようと思って……でも電源切っていたの思い出して、それで……」

　麻里奈はスマホを落としてしまった時の事、それを拾おうと怖い思いを我慢しながら新之助と対峙したことを思い出し、大粒の涙を零す。

　大人げないと思いながらも声を上げて泣いてしまった。

　真人はそんな麻里奈の頭を、麻里奈が落ち着くまでずっと抱いていてくれたのだった。





＊






　それから、数時間後。

　すっかり日が暮れた頃、麻里奈と真人は事務所へと戻ってきた。

　当然佐和はもう帰った後。一応今日の出来事は佐和にも連絡を入れているので、そんな佐和からは「河合ちゃん、お疲れ！」とメモ付きのお菓子が机の上に置いてあった。

　新之助が交番から最寄りの警察署に連行されることになったと警官から連絡を受け、麻里奈たちは混乱している愛も連れてそちらへ向かった。そして新之助が取り調べを受けている間、別室で一連の真相を愛に伝えたのだった。

　当然愛は最初信じなかったものの、麻里奈がカレンダーを見て気付いた内容や、真人が職場で健から聞き取りをした内容、それに健が犯人ではない根拠を述べると、

「そんな……新ちゃんがストーカーだったなんて……」

　と、涙まじりに呟いていた。何かの間違いじゃないのか、本当に健を信用できるのかと、それでも最後の望みを持とうとする愛に、

「足立さんが留置所にいたのは確認が出来ています。恐らく横尾は、あなたから足立さんの無断欠勤の話を聞き、利用することを思いついたのだと思います。わざわざ自作自演の転落事故まで起こして。それに、足立さんがスト―カーというのはあり得ないんです」

「どうしてですか？」

「彼はヘビースモーカーです。ストーカーとして長い事この部屋を監視しているとしたら、どうしてもタバコの吸い殻の一つや二つ落ちていても不思議じゃない。勿論彼は身嗜み等には全く気を使うタイプじゃないし、携帯用の灰皿を持ち歩くタイプでもない。遺留品が何もないことは、佐々木さんも確認しているでしょう？」

「は、はい……」

「それに彼は機械音痴のようですね。スマホで電話は扱えても、盗聴器を活用できるように仕掛けることは無理です」

　真人はそんな愛にハッキリと言い切る。

　その言葉には説得力があった。「わかりました」愛はようやく真人の言葉を信じると、がっくりと肩を落としていた。

　そんな愛を実家から駆け付けた両親にしっかりと引き渡した二人は、今度は別室で今回の事情を別の刑事に説明した。それも終わり、ようやく事務所に戻ってくることが出来たのだった。

「佐々木さんの実家の両親がすぐにこっちに来るらしい。まあ当然だな」

「大丈夫でしょうか、彼女……」

「ご両親が傍にいれば大丈夫だろう。それに、明日もう一度ここに両親と一緒に来ることになっている」

　デスクの椅子に座り、真人がそう呟く。

　確かにこの後もずっと一人暮らしとなると不安も大きいが、実家の両親がしばらく一緒にいてくれるのならば少しは安心だ。もしかしたら地元に戻るという選択もあるかもしれない。真相が明らかになったので、これから麻里奈たちが愛にできることも色々見えてくる。

　もしも力を必要とするなら、しっかり手を差し伸べよう。麻里奈は真人の話を聞きながらそう思うのだった。

　――と。

「麻里奈」

　真人が、麻里奈の名を呼んだ。そして「おいで」と声をかける。

　麻里奈はゆっくりと真人の席まで歩み寄った。すると、真人は麻里奈の身体にそっと腕を回し、グイッと引き寄せる。そしてバランスを崩した麻里奈を、あっという間に自分の膝の上に乗せた。

「しょ、所長……」

　そんな驚く麻里奈の唇を、「何も言うな」とばかりに真人は奪った。

　麻里奈は驚いて膝から降りようとするも、しっかりと腰に腕を回されて押さえつけられているのでそれは叶わない。

　でも――何も言わず何度も、何度も離れては繰り返すその行為に、麻里奈もいつの間にか侵食されていた。

　はじめは少し抵抗があったものの、気づいた時には麻里奈も真人の胸元にそっと手を当てその行為を受け入れている。

　夕暮れの薄暗い部屋の中で、壁時計の針が規則正しく動く音と、お互いの呼吸さえも欲しているような短い吐息だけが響いている。

「……無事でよかった。もし間に合わなかったらと思うと、今でもぞっとする」

　どのくらい、そうしていたか。少し唇が離れた瞬間、真人が静かにそう呟いた。

「……ごめんなさい。心配、してくれていたんですね」

　麻里奈が答えると、真人はそんな麻里奈の額に自分の額を軽くあて、

「当然だ」

「そうですよね……」

　真人の言葉に、馬鹿な質問をしたなと麻里奈は後悔する。

　そりゃ、自分の部下が危険な目に遭いそうになるのを心配するのは当然のことだ。それなのに、そのこと自体に「特別な」意味を見出そうとした自分を麻里奈は恥じる。しかし、

「部下だから、とか思ってる？」

「え？」

「それだけの気持ちで、俺が麻里奈の事を心配していたと思ってる？」

　真人が、まるで麻里奈の心を見透かしているかのように尋ねる。

「だって……」

　麻里奈が答えに困っていると、

「昨日、返事しただろ。本気だって。もう忘れたの？」

　真人はそう言うと、額をそっと離して麻里奈の顔をじっと見つめる。

　とても真っすぐで、熱を帯びた瞳。ただでさえ整った顔を更に強調しているかの熱い眼差しで、真人は麻里奈を見つめる。それが何だか恥ずかしくて、麻里奈はふっと顔を反らそうとした。しかし真人はそんな麻里奈の顎に指を添え、自分の方に向かせる。そして、

「俺はずっと……あの時からずっと、麻里奈の事を想っている」

「っ……嘘っ。だって、あの時、あの時所長は私を……」

　酷い言葉で傷つけ、無視するようにもなって――麻里奈が胸に今でも深く残る記憶をたどりそう言うも、

「あの時俺はまだ十七だったし、麻里奈の気持ちは嬉しかったけれど、友達にからかわれて恥ずかしかった。それに無視してたんじゃなくて、あんなことを言ってしまった手前、引っ込みもつかないし、どうしたらいいか分からなかったんだ」

　でも、ちゃんと話をする前に引っ越すことになって。手紙を出す勇気がなくて、時間が経ってしまった――真人はバツが悪そうにそう答える。

　あの日、例の噂話を友人から聞かされた真人は、麻里奈と遭遇する前にそのことを友人達に相当からかわれていたそうだ。「相手、中学生だぜ？　真人も本気ならヤバくね？」とか「真人、もしかしてロリコンかよ。だから彼女作らないとか？」とか。

　真人にしてみれば、麻里奈の事は真剣に考えていたし、年齢が違ったところで何の問題もなかった。ただ――当時はまだ真人自身もまだ高校生。からかう友人達の手前、それを全否定することは中々出来なくて――それで、見事なまでに正反対な、あんなことを言ってしまったらしい。

「……」

　十年以上経って明かされた真実に、麻里奈は言葉を失う。そんな麻里奈に、

「そうしたらちょうど半年くらい前、叔父さんから連絡をもらったんだ。日本に戻って、この事務所でやってみないかって。別に海外での仕事に不満はなかったし、最初は断ろうかと思ったんだけど……資料の中に麻里奈の名前を見つけて。同姓同名だけど別人だったらと思ったから履歴書とかも見せてもらって、あの麻里奈だと確信した。勝手かもしれないけど、今度こそ気持ちを伝えるチャンスだと思ったんだ。だから日本に戻ってきて、ここに」

「所長……」

　真人の言葉を聞くたびに、自分でも驚くくらい胸の鼓動が強くなる。

　酷い出来事があったからとはいえ、元々は麻里奈も真人の事が大好きだった。

　優しい性格も、そして勿論容姿も。大人になって更にその容姿には磨きがかかって、俳優顔負けの端正なその顔立ちを勿論嫌いなわけがない。更にあの時の事が本当は誤解で、しかもあの時からずっと、自分を想ってくれていたと知れば、麻里奈の心が動かないはずはなかった。

　照れ隠しの意地悪も、セクハラまがいの行為も。

　意味深なメッセージのやり取りも。

　全てすべて、今この瞬間に繋がっているのだと――そう思うと、麻里奈の心がじんわりと熱くなる。

　真人はそんな麻里奈をまっすぐ見つめながら、改めて言う。

「たくさん傷つけて、嫌な思いもさせたけど……あの頃からずっと、俺の気持ちは変わらない。俺は麻里奈が好きだ」

　いや、今はもう愛してるかな。

　その真人の言葉に、麻里奈はそっと涙を浮かべる。

「……何で泣く。迷惑、か」

　そんな麻里奈の様子に真人はさっと表情を曇らせるが、麻里奈はゆっくりと首を左右に振ると、

「違う。ちょっと驚いちゃっただけ」

「……」

「だって、昔も今も、意地悪だったから……でもそれが、拗らせだったのかと思ったら」

「拗らせってなんだよ」

「だって、好きな子をいじめちゃう、あれと一緒ですよね」

　どんなにイケメンでも、どんなに高学歴でも、どんなに立派な職業についていても。やっていることは思春期の学生とまるで変わらない――そのギャップが何だか急に愛おしくて、麻里奈は笑みを浮かべる。と、ふと思うことがあった。

「あ……もしかして、所長と汐里さんとの秘密って……」

　そう、それは汐里が握っているという、真人の秘密。すると真人は「ああ、あれな」と呟き、

「きっかけは忘れたけど、俺がずっと麻里奈の事を想っていることが三枝にばれて。それ以来ずっとあんな感じだ」

「だから、初対面の時私が自己紹介する前に、汐里さんは私の名前を知っていたんですね」

　その時の事を思い出し、麻里奈は納得する。

「だから三枝と二人で飲みに行ったって聞いた時、焦った」

「そうだったんですか……」

　そういえば飲み会の後、妙な質問のメールが来ていたっけ。それを思い出し、麻里奈は思わず吹き出す。そんな麻里奈を「笑うな」と真人は軽く諌めるも、

「……返事は？」

　と、再び真っすぐ見つめながら麻里奈に問う。

　その表情に胸を大きく、そして早く鼓動させていることを悟られないように装いながらも、麻里奈は小さく頷いた。

「それは……ＯＫって意味？」

　真人が麻里奈の頬を優しく撫でながら麻里奈に尋ねる。麻里奈は「はい」と素直に答えた。

　そして、

「でも、今度あんな酷い意地悪したら、嫌いになっちゃうから……」

「しないよ。だって、あんなことしなくてももう、麻里奈は俺のモノなんだろう？」

「……そう」

「じゃ、心配ない」

　真人はそう言って、再び麻里奈と唇を重ねる。麻里奈も、そっと真人の身体に腕を回す。

　二人は舌を絡めるような、お互いを激しく求めあうようなキスをした。そしてそのまま――膝の上に抱いていた麻里奈を、真人は自分のデスクの上にそっと寝かせる。そして、

「……昨日の続き」

　そう言って、麻里奈と唇を重ね合わせながらブラウスのボタンへと手をかける。

　一つ、二つ……そのまま全て。真人はブラウスのボタンをすべて外すと昨日同様、ブラジャーに覆われた乳丘に手で触れる。ビクン、と麻里奈が身を竦ませるも、その反応さえも楽しむように、真人は覆っているブラジャーを捲り上げた。

　ブルンと勢いよく飛び出した白く柔らかな乳肉に、真人が早速指を滑らす。昨日同様、手のひらと指でその弾力を大いに堪能し、その内緩やかな頂きの中央にある、ピンク色の蕾も指で触れ、時には弾き爪で軽く刺激する。

「んっ……はあっ……」

「……やっぱり麻里奈はここが好いんだな。昨日と同じだ」

　麻里奈にとっては異性との行為は初めての事なのでよくわからないが、真人は麻里奈の反応を見てそれに気が付いたようだ。

「やあっ……それだめえっ……」

　真人は、触れられて痛くなるほど赤く膨張し堅くなっている片方の蕾を口に含み、軽く歯を立て、舌を這わせていく。

　その一方でもう片方は指で執拗に弄んでいた。身体の奥から熱く、うねる様な甘い刺激が麻里奈を侵食していた。

「はあっ…あん……ああ……」

　自分ではどうにもならない卑猥な声が、自然に口から出てしまう。麻里奈は恥ずかしさに耐えきれず、腕で自分の口を塞ぐ。すると真人は、

「麻里奈の声、もっと聞かせて？」

　まるで悪戯っ子のような笑みを浮かべると、それまで弄んでいた部分からそっと指を離す。そして、今度は素早く麻里奈のスカートの中に手を滑らせ、履いていたストッキングとショーツを足首まで下ろしてしまうと、露わになった太腿をぐっと両側に開く。覆われているものが何もなくなり、まだ誰にも触れられたことのない麻里奈の入り口が露わになってしまった。

　や、恥ずかしい――麻里奈は思わず足を閉じようとするも、真人はそれを許さない。

　柔らかな太腿が歪むほどの力で開いたままの状態にすると、先ほどまでの戯れで既に潤みを帯びている恥髪の陰に隠れる、小さな真珠の粒のような突起を口に含んだ。

「ああっ……」

　麻里奈の身体が、大きく弓なりに跳ね上がる。真人は、口に含んだ小さな粒を舌で執拗に転がす。そうすることで、その周辺がまるで湿地のように潤いを増していく。

「やめ……いやあっ……変になっちゃうからあっ……」

　舌でその部分を堪能するだけでなく、いつの間にかビクビクと震えながら熱も帯びている入り口から指を滑り込ませている真人は、かき混ぜる度に卑猥な水音を立てるその蜜壺の感度を楽しんでいるかのようにも見えた。

　ぐちゅっぐちゅっと指の動きと共に、中の蜜を溢れださせる蜜壺は、真人の指を自らへと強く引き込むようにビクビクと収縮している。

「そんなにダメなら、もう止める？」

　手で塞いでいても洩れている吐息に、悦びの感情が混じりだしていることに真人も気付いているようだった。なのに、あえてそんなことを呟いて時折わざと指と動きを止めるのは酷い意地悪だ。

「あう……はあっ……ああっ」

　指は既に二本に増え、指の根元まですっかりとねじり込まれていた。その指を通して、真人の掌には麻里奈の中から溢れ出た愛蜜が滴っている。自分ではもうどうにもならない感情の渦が、麻里奈の身体を支配していく。やがてその渦が一気に全身を強く昇りつめていくのを感じた麻里奈は、

「あんっ……」

　ビクン、ビクン、と身体を大きくのけ反らせて、ぐったりとその身を再び机に委ねる。

　それに合わせて真人が指先をぐっと強く麻里奈の奥で曲げた。それにより再びビクンと麻里奈は身体を跳ねあがらせる。

「初めてイッたのか……可愛いな、麻里奈は」

　そう言いながらゆっくりと指を抜こうとする真人に、まだその余韻に身体を委ねていたい麻里奈は「や、抜かないで……」と真人にねだる。が、

「麻里奈がそろそろ欲しいのはこっちだろう？」

　真人はまだ少しだけ余裕のある表情で麻里奈にそう言うと、ぐったりとしている麻里奈の手を、そっと自らの下半身へ誘う。

　洋服越しであるにもかかわらず、外から見て一目で分かるほど、膨らみが強調している部分があった。窮屈そうに布の下で熱を帯びているその巨陽に、麻里奈はさっと頬を赤らめる。

　真人は素早く下着からそれを外に出し、そっと麻里奈の手を添えさせる。

「熱い……」

　麻里奈に触れられることで、その欲望の肉はまるで意志を持っているかのように、ドクンドクンと脈を打っている。

　真人はそのまま、先ほどまで十分に馴らしていた濡れる花唇へと誘う。そしてすぐには奥へとねじり込まずに、蜜を含む花唇の溝へと押し付け上下に動かしている。

「あぁん……やあ、それダメぇっ……」

　先程までの行為で、唇の奥に隠れる蕾はまるで開花前の花のように膨張し酷く敏感になっていた。ただ擦り付けられているだけなのに、身体が疼いてしまう。

「どうする？」

　答えは分かっているのに、真人がわざと麻里奈に尋ねた。そんな真人も呼吸は荒くなっており、余裕はほとんどないようだった。

「……」

　麻里奈は小さく頷いて、片手で真人の首の後ろに手を回す。そして耳元でたった一言「……して」とだけ呟いた。すると、その一言で真人の中でも理性を抑えるものが吹き飛んだのだろう。真人は麻里奈の手をそっと外すと、それまで擦り付けていた欲望をゆっくりと、花唇の中へと捻じ込んでいく。

「い、痛……ん……」

　生まれて初めて異物を受け入れる奥へと続く道は麻里奈に小さな痛みを与えるも、それでも止まることなく真人を受け入れ、やがて麻里奈の一番奥へと到達した。

　麻里奈はそっと目を閉じて、両腕をそっと真人の首の後ろへと回す。真人はそんな麻里奈の瞼にそっとキスを落とすと、麻里奈の腰をしっかりと掴みゆっくりと腰を動かし始めた。

　痛みを伴いながらも、十分に潤いを帯びて真人の欲望に纏わりついては離れと徐々に収縮の力を強くしていくその動きに、真人はいつしか夢中になってしまっているようで、最初はゆっくり前後していたものの、気づけば自ら息が乱れるほど早く、そして強く腰をグラインドさせていた。

「あっあっんっ……」

　その動きに合わせて、やはりいつの間にか痛みも忘れ麻里奈も嬌声を上げていた。気付けば背中に回していた手は外れ、机の上でその淫情に震えている。

「そんな声出されたら、止められないな……それとももっとして欲しいか？」

「や、そんな事聞かないで……恥ずかしい」

「恥ずかしい？　ここはこんなに悦んでいるのに？」

　そう言った真人が、腰の動きを緩めてゆっくりと麻里奈の奥を掻き回す。麻里奈の身体がビクビクと震え、真人を更に強く締め付けていく。

「くっ……キツイな……」

　自らを襲う淫靡な感覚に、真人も艶のある吐息交じりにそう呟く。そろそろ限界が近い事も分かっていた。真人は麻里奈の身体を起こし机に手を突かせ、腰を突き出させるように後ろを向かせると、今度は背後から麻里奈を蹂躙するように激しく腰を叩きつけた。

「ああっ……！　はあっあっあっ……」

　肌同士がぶつかり合う乾いた音が、静かな部屋に響き渡る。先ほどまでとは比べ物にならない強い淫情が麻里奈を襲う。真人の欲望も先程より堅さを増し、いきり立つ槍のように麻里奈を責め立てる。

「あぅんっ……ああ！」

　そうこうしている内に、淫情に身を侵食されつくした麻里奈の身体が大きく震え、ぎゅっと強く真人を締め付ける。

「ああ、イッたのか麻里奈……そんな顔も可愛いよ……」

　真人より先に達してしまった麻里奈は、「ああ…あああ……」と小刻みに震えながら、虚ろな表情で真人を振り返る。

　そんな表情も、紅潮した頬も、汗ばんだ肌も。真人には全てが愛しく見えて仕方なかった。

　そんな麻里奈に感情を掻き立てられた真人は、麻里奈の腰を強く掴み、小刻みだが強く、腰を打ち付ける。そして程なくして――真人が麻里奈の腰から片手を離し、素早く奥から欲望を引き抜いた。その直後、麻里奈の汗ばんだ柔らかな太腿に熱い白濁液が滴り落ちた。

「はあ、はあ……」

　本当は、あのまま奥で果てたかった。でも――麻里奈を想って耐えた真人は、背後から麻里奈を強く抱きしめる。

　そっと振り返る麻里奈と、自然に唇を重ねてはお互いを貪りあう。まだお互い乱れた吐息と舌を絡ませて求めあう音だけが室内に響いていた。







「……身体、大丈夫？」

　――少し落ち着いた頃。真人が麻里奈にそう尋ねる。

「まだちょっと奥が痛いけど……大丈夫」

　予備知識はあったので驚きはしていないものの、本当にそんなもんなんだと妙なところで麻里奈は冷静だった。しかし、

「回を重ねればすぐに慣れるよ」

　真人はそんな麻里奈の耳元に、そんな言葉をそっと囁いた。麻里奈が頬を赤らめると、

「ああ、なら続きをいつでも出来るように、麻里奈はうちの事務所の社員寮に引っ越す？」

「え？　うちの事務所って社員寮なんてありましたっけ？」

　三年務めたけど初耳――麻里奈が首をかしげると、

「ただしルームシェア。バストイレ別の、キングサイズのベッドが部屋にあり」

「……それって、所長の部屋じゃないですか」

「さあ、どうかな」

　真人はそう言って恍けた返事をする。冗談なのか本気なのか、その様子だとよくわからない。ただ、

「寮に入るかどうかは分からないけれど、見学くらいはいいかな……」

　そんな真人の戯れに麻里奈も少しだけ乗っかってやった。

「見学来たら、簡単には帰れないからな」

「犯罪ですよ」

「きっと麻里奈の方から帰りたくなくなるさ」

「それじゃ、ニュースのロマンス詐欺と同じじゃないですか」

　惚れた弱みに付け込んで――そんなやり取りに、麻里奈も真人も思わず吹きだしてしまう。二人はもう一度だけ長くキスを交わすと、身支度を整えて事務所を出た。そして、

「あそこ行こう。この間寄った店」

「ああ……洋食屋さんですか？」

「そう。夜も人気なんだろ？」

　この間ランチもそこそこ切り上げた近くの洋食屋へと向かうことにする。

　――そういえばあの時は、「彼氏さん」なんて言われて過剰に反発したけれど、本当になっちゃった。

　何か、不思議――麻里奈は隣を歩く真人の横顔をこっそり見上げながら、そんなことを思い心の中で微笑むのだった。
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